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編集後記

　いしおか市議会だよりをお読み頂きありがとうござい
ます。本号に掲載している第2回定例会は、4月の改選
で新たな議会となり迎えた初の定例会でありました。
　提出された議案は、物価高騰に対応する事業の補正予
算、大雨被害での緊急対応に係わる補正予算、条例改正
に関する議案など、14議案となり、本会議、付託された
各常任委員会の中で審議がなされました。一般質問では、
16名の議員による市政一般に関する質疑がなされ、執
行部へ様々な提案、提言がされました。最終日には、議
員提出議案が上程され、全議員で構成された複合文化施
設建設特別委員会が設置されました。
　そのような定例会の様子を中継や配信はもちろんです
が、議会だよりを通し皆様へ分かりやすくお伝えできる
よう広報委員会としても工夫を重ねながら取り組んで参
りたいと考えております。ご意見ご感想お気軽にお寄せ
ください。（新田）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一
委　員　小松　豊正
委　員　飯村　一夫

副委員長　新田　　茜
委　員　谷田川　泰
委　員　中根　淳一
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第３回定例会の予定 ９月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

Ishioka City Council News -No.88-

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks 

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

請願・陳情

請願・陳情
～あなたの声をお寄せください～

　
　

件名
　例：○○に関する請願書(陳情書 )

趣旨（本文）

令和　年　月　日
石岡市議会議長　殿

提出者　住所
氏名(署名又は記名・押印)

紹介議員（※請願の場合のみ）
氏名(署名又は記名・押印)

【記載例】

　請願とは、憲法に定められている国民の権利の１つで、国または地方公共団体
の機関に対して意見や希望を述べることをいいます。
　請願の提出には議員の紹介が必要となりますが、石岡市議会では、議員の紹介
がない「陳情」も含めて受付を行い、議会で審査しています。

これまでに寄せられた請
願・陳情の内容や審査結
果、詳しい提出方法は二
次元コードから

提
出
時
期

書

　
　式

　請願・陳情は、議会事務局で受付をしています。
　ただし、受理後の直近の定例会で審査できるのは、原則として
定例会開会日の約２週間前に開かれる議会運営委員会の２日前
（土日祝日含まず）の午後３時までに提出された分です。これ以
降に提出された請願・陳情は、結論が出るのは次の定例会以降と
なります。

　請願・陳情には、特に書式等の決まりはありません。
　ただし、提出される方が個人の場合は署名と住所又は記名・押印
と住所を、法人の場合は代表者の署名又は記名・押印と法人名称・
所在地を記載の上、請願・陳情の要旨を簡潔に記載してください。
　請願の場合は、さらに、紹介する石岡市議会議員の署名又は記名
・押印が必要です。  ※右の記載例参照

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言
語翻訳や音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報
紙などが集約された「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信
しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！
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複合文化施設整備の今
～複合文化施設建設特別委員会、再始動～

　令和4年6月に議会が設置した「複合文化施設建設特別委員会」は、市執行部の進める複合文化施設建
設について集中的に調査・審査を行ってきました。
　特別委員会では、市執行部の事業の進め方や120億円を超える概算事業費などを問題視する声が多く
上がり、令和4年第3回定例会で提出された、鹿島鉄道跡地及び市営駅東駐車場の地質等の調査委託料を
計上した補正予算案を「否決すべきもの」と決し、その後の本会議でも賛成少数で否決されました。
　補正予算案の否決を受け、整備計画の再検討を進めていた市執行部から、令和5年第1回定例会におい
て「複合文化施設整備基金」「複合文化施設整備審議会」の設置に関する議案が提出され、審議の結果、全
会一致で可決。その後、令和5年4月30日に議員任期が満了となりました。

　7月14日に開催した特別委員会において、市執行部から、新たに策定を進めている複合文化施設整備
基本構想（案）について説明がありました。
　施設に盛り込む機能として「ホール機能」を掲げ、その他の機能に関しては、今後策定を進める複合文
化施設整備基本計画において、あらゆる機能を排除することなく検討を重ね、決定していくとしています。

　また、昨年度の特別委員会で議論となった建設候補地については「イベント広場」「鹿島鉄道跡地」「市
営駅東駐車場」、事業手法については「コスト削減や事業期間内での施設完成、適正な施工という視点か
ら総合的に検討する」としており、これらについても、基本計画において決定していくとしています。

　特別委員会では引き続き、複合文化施設整備に向け、事業進捗の確認、計画の内容に対する積極的な提
言などを行っていきます。

　令和5年第2回定例会最終日の6月23日、議員提出議案「複合文化施設建設特別委員会の設置について」
が提出され、全会一致で可決。委員長に石橋保卓議員、副委員長に新田茜議員が選出されました。
　「令和12年度までの供用開始を目指す（市執行部答弁）」とする複合文化施設。全議員22名を委員とし
て再始動した複合文化施設建設特別委員会は、市執行部や、新たに設置された複合文化施設整備審議会
での議論の状況を踏まえ、複合文化施設整備に関する協議・検討を進めることとなります。

特別委員会
　特定の案件や、市政において特に重要な事項を審査・調査するため、議会が必要と
認めた場合に設置されるのが、特別委員会です。
　特別委員会は通常、特定の案件等についての審査を終了した際に消滅しますが、審
査終了前に議員の任期が満了した場合には自然消滅するものとされています。
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【委員構成】
（かっこ内の数字は人数）

学識経験者 (３)

市議会議員 (３)

各種団体代表 (６)

市民（公募）(６)

臨時委員 (１)

図　複合文化施設整備に関する検討体制

第5　施設の機能

【ホール機能】
ホールは、近隣自治体の類似施設と差別化し、市のシンボル感や存
在感、個性（オリジナリティ）を持たせることにより、県南地域の中
でも特色あるホールを目指します。
ホールの規模（客席数）は、閉館した石岡市民会館のホール規模
（968席）を踏まえつつも、開館していた時期の利用状況（利用内容、
利用者数、稼働率等）、新施設で想定する実施事業等を考慮しながら、
適正な規模を検討します。
ホールは、だれでも利用しやすいことに加え、舞台と客席の一体感
を生み出すことにより感動が得られる空間となるよう、座席配置等
についても十分検討します。
舞台の規模（間口×奥行×高さ）は、実施事業に大きな影響を与える
部分でもあることから、今後の事業展開を見据え、十分に必要な規
模を確保します。
ホールの付属施設については、その必要性や十分なスペースの確保、
さらにはホール利用者が利用しやすい動線等を考慮しながら検討し
ます。

•

•

•

•

•

第8　建設候補地

　建設候補地は、市が保有する土地の中から新施設の建設に適していると思われ、かつ、本市のまちづくりについて
定める各種計画との整合性が図ることができる土地を選定することとします。

【ホール機能以外の施設機能】
ホール機能とどのような機能を合わせて整備することが相乗効果を
生み出し施設としての魅力度を高め、さらには利用するひとにとっ
ての利便性向上につながるのかを踏まえて検討を進めます。

•

審議会

市ホームページでは、複合文化施
設整備審議会の議事録や基本構想
（案）などの会議資料が公開されて
います。 委員会の記録

市議会ホームページでは、複合文
化施設建設特別委員会の記録を公
開しています。

（石岡市複合文化施設整備基本構想（案）<概要版>より）

（石岡市複合文化施設整備基本構想（案）<概要版>より）

いしおかイベント広場
（約27,500㎡）

鹿島鉄道跡地
（約7,700㎡）

市営駅東駐車場
（約6,900㎡）

シューボックス形式

特別委員会の経過①（令和４年６月～令和５年４月）

特別委員会の経過②（令和５年６月～）

議会用語集
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（石岡市複合文化施設整備基本構想（案）<概要版>より）

いしおかイベント広場
（約27,500㎡）

鹿島鉄道跡地
（約7,700㎡）

市営駅東駐車場
（約6,900㎡）

シューボックス形式

特別委員会の経過①（令和４年６月～令和５年４月）

特別委員会の経過②（令和５年６月～）

議会用語集
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◆第2回定例会
　[6月13日～6月29日]

定例会

ドキュメント

第
２
回
定
例
会
　
市
長
提

出
の
14
議
案
を
審
議

複
合
文
化
施
設
建
設
特
別

委
員
会
の
設
置

　
第
２
回
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
補

正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
案

な
ど
、
計
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）は
、
６
億
２
２
６
２
万
９
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
３
７
８
億
２
５
２
２
万
円
と
す
る

も
の
で
、
国
、
県
の
補
助
事
業
費
に
変

更
が
生
じ
た
等
で
緊
急
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
、
緊
急
性
の
高
い

事
業
等
に
対
応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
生
費
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担

増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
の
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費
と
し

て
２
億
４
６
８
４
万
７
０
０
０
円
。
ま

た
、
本
年
４
月
26
日
付
で
専
決
処
分
し

た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
お
け
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
給
付
金
の
対
象
と
な
ら

な
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
子
ど
も

１
人
当
た
り
２
万
円
を
給
付
す
る
た
め

の
経
費
１
億
５
２
１
１
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
定
例
会
最
終
日
に
、
岡
野
孝
男
議
員

（
ほ
か
賛
成
者
７
名
）か
ら
、
議
員
提
出

議
案「
複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
」が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

同
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
の
流
れ

本会議
開会

6/13

市
長
に
よ
る
議
案
提
案
理
由
説
明

本会議
閉会

6/29

市
長
提
出
議
案
の
採
決

議
員
に
よ
る
議
案
の
提
出
・
採
決

本会議
議案質疑

6/22

議
案
に
対
す
る
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
名
）

本会議
一般質問

6/19-21

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
提
出

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
16
名
）

 

常
任
委
員
会

議
案
、
請
願
の
審
査

所
管
事
務
の
調
査

6/23,26,27 

議
会
運
営
委
員
会

次
回
定
例
会
の
日
程
な
ど
の

協
議

6/28

（
第
４
号
）は
、
３
６
６
２
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
７
８
億

６
１
８
４
万
円
と
す
る
も
の
で
、
台
風

２
号
に
伴
う
大
雨
災
害
の
復
旧
等
に
対

応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
、
被
害
を
受
け
た
道
路
等
を
復
旧

す
る
た
め
の
工
事
費
２
２
９
０
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
工
事
請
負
契
約
及
び
工
事
委
託
契
約

の
締
結
議
案
の
計
７
件
は
、「
石
岡
市
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」第

２
条（※

）の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
質
疑
、
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　

　※

市
が
予
定
価
格
１
億
５
０
０
０
万
円

以
上
の
工
事
・
製
造
の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
に
は
、
議
会
の
議
決（
可
決
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

補正予算の主な事業と予算額
■過誤納還付金（国・県負担金精
　算に伴う返還等） ５,６７８万４千円

■こども応援給付金給付事業 １億５,２１１万円

■新型コロナウイルスワクチン接
　種事業 １億１,０１９万８千円

■道路維持経費（台風２号に伴う
　大雨災害の復旧等） ２,２９０万円

■価格高騰重点支援給付金給付
　事業 ２億４,６８４万７千円第

２
回
定
例
会

条例

予算

太陽光
発電

石岡市太陽光発電設備設置事業の手続に関する条例の一部改正
条例が適用される太陽光発電設備の範囲拡大など

第２回定例会

　事業者と地域住民等との調和を図るため、本条
例の適用対象を拡大し、事前協議結果及び地位承
継に関する手続を定めるもの。主な改正点は下記
のとおり。

 【主な改正点】
・適用対象を50キロワット以上から10キロワッ
  ト以上に拡大。
・生活環境の配慮や廃棄費用の積立、原状回復な
  どを追加。
・事業者が交代した場合の届出の追加。
・設置後の適正な維持管理の規定を追加。

条例の適用範囲を現行の発電出力50キロ
ワット以上から10キロワット以上の小規
模のものまで拡大したとのことだが、こ
の理由は？

問

条例に罰則を設けることはできないの
か？問

市民からの陳情の内容や委員会での審議
内容、近隣市町村の条例、実際の発電設備
の設置が50キロワット未満が多いという
状況を踏まえ、適用範囲を拡大すること
とした。

答

太陽光発電は国が推進している事業であ
るため、これを制限するような罰則を設
けることは難しい。勧告や事業者の
公表について定めている。

答

補正
予算

学校給食費の無償化
学校給食費納付金（歳入）を減額補正

第２回定例会

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金を活用し、急激に進む現在の円高、エネルギー・
食料品価格等の物価高騰の影響を受けている保護
者の負担軽減を目的として、市内の小中学校に通
学している児童生徒の学校給食費を対象に、令和
５年９月から令和６年３月までの７か月間分の学
校給食費を無償化。

来年度以降の無償化の予定は？ふるさと
納税や広告費の活用など石岡市独自での
財源確保についての考えは？

問

現時点では来年度以降の予定は決まって
ない。他自治体の先進事例を参考と
して引き続き検討していく。

答

補正
予算

価格高騰重点支援給付金
給付事業
２億4,684万7千円を計上

第２回定例会

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金を活用し、令和５年度分の住民税均等割が非
課税である世帯に対し、電力・ガス・食料品等の
物価高騰による負担増を踏まえ、生活支援のため
の給付金を対象１世帯当たり一律３万円給付する
ための経費を増額補正するもの。

どのような手続きで、支給となる時期は
いつ頃か？問
対象となる世帯に送付する確認書に必要
事項を記入して提出いただく。その内容
を確認して支給決定となる。提出時期に
より異なるが、８月上旬より支給を
予定している。

答
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◆第2回定例会
　[6月13日～6月29日]

定例会

ドキュメント

第
２
回
定
例
会
　
市
長
提

出
の
14
議
案
を
審
議

複
合
文
化
施
設
建
設
特
別

委
員
会
の
設
置

　
第
２
回
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
補

正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
案

な
ど
、
計
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）は
、
６
億
２
２
６
２
万
９
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
３
７
８
億
２
５
２
２
万
円
と
す
る

も
の
で
、
国
、
県
の
補
助
事
業
費
に
変

更
が
生
じ
た
等
で
緊
急
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
、
緊
急
性
の
高
い

事
業
等
に
対
応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
生
費
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担

増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
３
万
円
の
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費
と
し

て
２
億
４
６
８
４
万
７
０
０
０
円
。
ま

た
、
本
年
４
月
26
日
付
で
専
決
処
分
し

た
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
お
け
る
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
給
付
金
の
対
象
と
な
ら

な
い
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
子
ど
も

１
人
当
た
り
２
万
円
を
給
付
す
る
た
め

の
経
費
１
億
５
２
１
１
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
定
例
会
最
終
日
に
、
岡
野
孝
男
議
員

（
ほ
か
賛
成
者
７
名
）か
ら
、
議
員
提
出

議
案「
複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て
」が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

同
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
の
流
れ

本会議
開会

6/13

市
長
に
よ
る
議
案
提
案
理
由
説
明

本会議
閉会

6/29

市
長
提
出
議
案
の
採
決

議
員
に
よ
る
議
案
の
提
出
・
採
決

本会議
議案質疑

6/22

議
案
に
対
す
る
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
名
）

本会議
一般質問

6/19-21

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
提
出

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
16
名
）

 

常
任
委
員
会

議
案
、
請
願
の
審
査

所
管
事
務
の
調
査

6/23,26,27 

議
会
運
営
委
員
会

次
回
定
例
会
の
日
程
な
ど
の

協
議

6/28

（
第
４
号
）は
、
３
６
６
２
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
７
８
億

６
１
８
４
万
円
と
す
る
も
の
で
、
台
風

２
号
に
伴
う
大
雨
災
害
の
復
旧
等
に
対

応
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
、
被
害
を
受
け
た
道
路
等
を
復
旧

す
る
た
め
の
工
事
費
２
２
９
０
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
工
事
請
負
契
約
及
び
工
事
委
託
契
約

の
締
結
議
案
の
計
７
件
は
、「
石
岡
市
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
」第

２
条（※

）の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
質
疑
、
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
　

　※

市
が
予
定
価
格
１
億
５
０
０
０
万
円

以
上
の
工
事
・
製
造
の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
に
は
、
議
会
の
議
決（
可
決
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

補正予算の主な事業と予算額
■過誤納還付金（国・県負担金精
　算に伴う返還等） ５,６７８万４千円

■こども応援給付金給付事業 １億５,２１１万円

■新型コロナウイルスワクチン接
　種事業 １億１,０１９万８千円

■道路維持経費（台風２号に伴う
　大雨災害の復旧等） ２,２９０万円

■価格高騰重点支援給付金給付
　事業 ２億４,６８４万７千円第

２
回
定
例
会

条例

予算

太陽光
発電

石岡市太陽光発電設備設置事業の手続に関する条例の一部改正
条例が適用される太陽光発電設備の範囲拡大など

第２回定例会

　事業者と地域住民等との調和を図るため、本条
例の適用対象を拡大し、事前協議結果及び地位承
継に関する手続を定めるもの。主な改正点は下記
のとおり。

 【主な改正点】
・適用対象を50キロワット以上から10キロワッ
  ト以上に拡大。
・生活環境の配慮や廃棄費用の積立、原状回復な
  どを追加。
・事業者が交代した場合の届出の追加。
・設置後の適正な維持管理の規定を追加。

条例の適用範囲を現行の発電出力50キロ
ワット以上から10キロワット以上の小規
模のものまで拡大したとのことだが、こ
の理由は？

問

条例に罰則を設けることはできないの
か？問

市民からの陳情の内容や委員会での審議
内容、近隣市町村の条例、実際の発電設備
の設置が50キロワット未満が多いという
状況を踏まえ、適用範囲を拡大すること
とした。

答

太陽光発電は国が推進している事業であ
るため、これを制限するような罰則を設
けることは難しい。勧告や事業者の
公表について定めている。

答

補正
予算

学校給食費の無償化
学校給食費納付金（歳入）を減額補正

第２回定例会

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金を活用し、急激に進む現在の円高、エネルギー・
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価格高騰重点支援給付金
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２億4,684万7千円を計上
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旧市
民会館

令和５年度　市民会館解体工事
工事請負契約２億6,664万円　　

　石岡市総社一丁目地内にある、旧市民会館の建
物を解体するもの。
　5月30日に条件付き一般競争入札による開札が
執行され、７者のＪＶによる参加があり、予定価
格3億4,340万円に対し、入札価格2億4,240万
円。落札率70.5パーセントで、アレスコ・市村特
定建設工事共同企業体が落札候補者となった。
　6月9日に低入札価格調査が完了し、6月14日に
アレスコ・市村特定建設工事共同企業体と、請負
金額２億6,664万円で仮契約を締結したもので、
石岡市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得
又は処分に関する条例第２条の規定により議会の
議決を求めるもの。

請負金額が予定価格の約７割まで落ちて
いる。企業努力という意味合いはあると
思うが、工事における品質確保をどのよ
うに行っていくか？

問

基礎杭の撤去は今回の工事に含まれない
とのことだが、跡地利用に影響は？問

施工業者、工事監理業者、そして石岡市の
3者による定例の工程会議を2週間に1回
程度、そのほか工事の進捗に合わせ協議、
打合せを随時実施しながら、適切な工事
の進捗、品質管理の体制を整え、工事を実
施していきたい。

答

基礎杭を抜くことで周辺の住宅などに影
響を及ぼす可能性がある。埋め戻しのま
まで、平場として今後活用できるよ
うなものを考えている。

答

補正
予算

迅速な道路復旧に向けて
道路等復旧工事2,290万円などを計上

第２回定例会

　台風２号の影響による大雨災害により、道路の
のり面崩れや陥没等の被害が発生した。道路等の
安全性を確保するため、早期に復旧する必要があ
ることから、工事請負費及び測量設計委託料を増
額補正するもの。

道路等復旧工事の支出の内訳は？問

計上した道路等復旧工事2,290万円の内
訳としては、道路等ののり面復旧が57件
分で1,950万円、道路の陥没が7件分で２
10万円、倒木等が3件分で130万円、合計
67件分となっている。

答

補正
予算

大雨による増水を監視
計測機器設置工事143万8千円

第２回定例会

第２回定例会

　恋瀬川の水位等の情報収集能力の向上を目的と
して、高浜地内の愛郷橋付近に水位計等の計測機
器及び監視カメラを設置するための経費を計上す
るもの。

現在の計測機器及び監視カメラの設置状
況は？問
下川橋、光安寺橋、府中橋については、石
岡市で水位計及びカメラを設置している。
また、茨城県でも、正上内の新大谷橋、百
目鬼橋、下川橋、五輪堂橋、恋瀬橋、平和
橋に水位計を設置している。

答

台風発生が多くなる９月頃までには設置
できる予定か？問
部材の調達の時期によっては半年ほどか
かる可能性もある。メーカーと調
整し、なるべく早期に設置したい。

答

■全会一致で可決
議案の審議結果
第２回定例会

令和5年度石岡市一般会計補正予算（第3号）

令和5年度石岡市一般会計補正予算（第4号）

石岡市公共交通政策会議条例の一部改正

令和5年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和5年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算
（第1号）

石岡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

石岡市太陽光発電設備設置事業の手続に関する条例の
一部改正

予
　算

第２回定例会
工事請負契約の締結
（R5（仮称）石岡駅東口都市公園整備工事）

工事請負契約の締結
（R5石岡小学校外部改修工事）

工事請負契約の締結
（R5国府中学校外部改修工事）

工事委託契約の締結
（令和５年度市道B3760号線道路整備事業）

「工事請負契約の締結について」の一部変更
（R4(仮称)石岡駅西口交流施設駐車場整備工事）

「工事委託契約の締結について」の一部変更
（令和4年度市道B3760号線道路整備事業）

工事請負契約の締結
（令和5年度 市民会館解体工事）

複合文化施設建設特別委員会の設置
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　[おわびと訂正] 
　いしおか市議会だより第87号におきまして、掲載している内容に次のとおり誤りがございました。
訂正しておわびを申し上げます。

・22ページ一般質問（櫻井茂議員）の３段目右から８行目

誤：今後も固定資産税の路線価の評価見直しの検討も含め、都市計画を進めたいと考えます。
正：今後も都市計画を進めたいと考えます。議員ご指摘の内容などについても検討したいと思います。
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　いしおか市議会だより第87号におきまして、掲載している内容に次のとおり誤りがございました。
訂正しておわびを申し上げます。

・22ページ一般質問（櫻井茂議員）の３段目右から８行目

誤：今後も固定資産税の路線価の評価見直しの検討も含め、都市計画を進めたいと考えます。
正：今後も都市計画を進めたいと考えます。議員ご指摘の内容などについても検討したいと思います。
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※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[6月19日～6月21日]

市政を問う
！

質問者

山本　　進

飯村　一夫

谷田川　泰

新田　　茜

鈴木　将史

岡野　孝男

富田　雅史

髙野　　要

頁質問項目
石岡市国土強靭化地域計画
石岡市の無電柱化推進計画

9

10

11

12

石岡地域の医療対策
放課後児童クラブ
小中学校統合再編計画
合併市町村幹線道路緊急整備支
援事業
石岡駅周辺整備事業

人口減少問題
石岡市の産後ケア事業

公共施設のネットワーク環境整
備

美野里・八郷線の今後の事業計
画

八郷総合運動公園の整備

市内小中学校の統合

移住定住を推進するための空き
家対策

廃棄物の不法投棄及び不適正残
土等

合併特例債活用事業の進捗状況
土砂等による土地の埋立て等

駅前・東ノ辻線の整備促進

自転車用ヘルメット購入補助制
度の導入

旧有明中学校跡地の利活用

石岡市の教育行政

市議会議員選挙の総括
石岡市の災害対応

質問者

中根　淳一

石橋　保卓

川井　幸一

玉造　由美

小松　豊正

櫻井　　茂

鈴木　康仁

村上　泰道

頁質問項目
学校運営の改善等
公立認定こども園の設置と幼児
教育の支援・連携
姉妹都市・海外の自治体との交
流

上曽トンネル開通に向けた周辺
環境の整備
ふるさと納税

複合文化施設整備事業

ふるさと納税の取組

石岡市観光振興計画

乗合いタクシーの土日祝日運行

子育て支援
高齢者支援
道路の整備と維持管理

企業誘致

入札制度
教育委員の身分
石岡市の福祉施策の現状

観光力アップに向けた取組

豪雨災害への対応状況

自転車用ヘルメット着用の普及
認知症高齢者の保険事業

石岡駅西口交流施設

健全な財政運営

13

14

15

16

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

本
年
度
市
長
は
、

産
科
医
療
施
設
開

設
支
援
基
金
１
億
円
を
創

設
し
ま
し
た
が
、
石
岡
地

域
で
は
単
に
こ
の
基
金
を

創
設
し
た
と
い
う
だ
け
で

は
、
す
ぐ
に
は
事
業
者
の

募
集
や
誘
致
に
は
結
び
つ

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
石

岡
市
、
小
美
玉
市
、
か
す

み
が
う
ら
市
の
３
市
事
務

局
会
議
で
は
、
ぜ
ひ
施
設

誘
致
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
事
業
案
を
練
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
３

市
市
長
会
議
で
は
、
市
長

に
は
ぜ
ひ
し
っ
か
り
と
そ

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

り
、
事
業
決
定
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
が
、
当
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
り
突
然
、

神
立
病
院
が
か
す
み
が
う

ら
市
へ
移
転
す
る
と
の
新

聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

小
美
玉
市
長
も
石
岡
市
長

３
市
事
務
局
に
お

い
て
は
、
引
き
続

き
先
進
地
事
例
の
調
査
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
医

療
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

内
容
等
を
３
市
で
共
有
し

ま
す
。
次
に
、
地
域
医
療

に
係
る
３
市
事
務
局
会
議

を
開
催
し
、
各
市
か
ら
の

事
業
案
を
基
に
協
議
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

医
療
に
係
る
３
市
事
務
局

会
議
に
お
い
て
事
業
案
を

取
り
ま
と
め
、
３
市
市
長

会
議
を
開
催
し
、
事
業
決

定
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

　
神
立
病
院
の
移
転
に
関

山本　 進
やまもと すすむ

３
市
連
携
の
も
と

確
実
な
病
院
誘
致
の
推
進
を

動　画

問

答 も
、
何
も
聞
い
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
早
く
も

こ
の
３
市
連
携
の
足
並
み

が
乱
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
大
変
心
配
で
す

が
、
市
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

し
て
は
、
か
す
み
が
う
ら

市
と
病
院
と
の
間
で
協
議

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
産
科
医
療
施
設
開
設

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

は
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
地
域
医

療
に
係
る
３
市
事
務
局
や

３
市
市
長
会
議
を
進
め
て

い
く
と
の
確
認
が
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

石
岡
市
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
現

在
、
民
間
委
託
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
委
託
内
容
は

金
額
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
支
援
員
の
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
、
配
慮
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
待

遇
改
善
を
図
る
こ
と
は
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
配
慮
が
必

要
な
児
童
が
想
定
外
の
危

険
な
動
き
を
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
も
伺
い
ま

す
。

　
現
在
、
空
き
教
室
が
な

い
た
め
ク
ラ
ス
を
増
や
せ

な
い
学
校
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
柿

岡
小
学
校
で
は
、
隣
の
旧

民
間
委
託
金
額
に

つ
い
て
は
、
３
年

間
で
６
億
３
８
４
５
万
７

０
０
０
円
で
す
。
客
観
的

な
数
字
で
の
比
較
は
難
し

い
状
況
で
す
が
、
成
果
と

し
て
、
常
時
雇
用
、
広
域

雇
用
が
充
実
し
、
人
員
不

足
や
欠
員
リ
ス
ク
は
解
消

及
び
軽
減
さ
れ
、
安
定
し

た
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
、

支
援
員
の
資
質
と
保
育
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
基
本
的
に
は
事
業
者
の

裁
量
範
囲
で
は
あ
り
ま
す

が
、
支
援
員
の
負
担
が
大

き
い
場
合
、
事
業
者
と
の

協
議
な
ど
に
よ
り
、
増
員
、

飯村　一夫
いいむら かず お

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
　

支
援
員
へ
の
配
慮
の
充
実
を

動　画

問

答

待
遇
面
の
改
善
も
考
え
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

想
定
外
の
事
案
に
関
し
て

は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
対
応
す
る
ほ

か
、
事
業
者
と
毎
月
定
例

の
会
議
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
、

定
員
が
超
過
と
な
っ
て
い

る
柿
岡
小
学
校
に
隣
接
す

る
旧
農
村
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
活
用
で
す
が
、
現

在
、
庁
内
の
関
係
部
署
と

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て
考
え
が

あ
る
か
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

▲地域医療計画に基づき、
3市で協議が続けられている

地域医療計画
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※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[6月19日～6月21日]

市政を問う
！

質問者

山本　　進

飯村　一夫

谷田川　泰

新田　　茜

鈴木　将史

岡野　孝男

富田　雅史

髙野　　要

頁質問項目
石岡市国土強靭化地域計画
石岡市の無電柱化推進計画
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石岡地域の医療対策
放課後児童クラブ
小中学校統合再編計画
合併市町村幹線道路緊急整備支
援事業
石岡駅周辺整備事業

人口減少問題
石岡市の産後ケア事業

公共施設のネットワーク環境整
備

美野里・八郷線の今後の事業計
画

八郷総合運動公園の整備

市内小中学校の統合

移住定住を推進するための空き
家対策

廃棄物の不法投棄及び不適正残
土等

合併特例債活用事業の進捗状況
土砂等による土地の埋立て等

駅前・東ノ辻線の整備促進

自転車用ヘルメット購入補助制
度の導入

旧有明中学校跡地の利活用

石岡市の教育行政

市議会議員選挙の総括
石岡市の災害対応

質問者

中根　淳一

石橋　保卓

川井　幸一

玉造　由美

小松　豊正

櫻井　　茂

鈴木　康仁

村上　泰道

頁質問項目
学校運営の改善等
公立認定こども園の設置と幼児
教育の支援・連携
姉妹都市・海外の自治体との交
流

上曽トンネル開通に向けた周辺
環境の整備
ふるさと納税

複合文化施設整備事業

ふるさと納税の取組

石岡市観光振興計画

乗合いタクシーの土日祝日運行

子育て支援
高齢者支援
道路の整備と維持管理

企業誘致

入札制度
教育委員の身分
石岡市の福祉施策の現状

観光力アップに向けた取組

豪雨災害への対応状況

自転車用ヘルメット着用の普及
認知症高齢者の保険事業

石岡駅西口交流施設

健全な財政運営
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紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

本
年
度
市
長
は
、

産
科
医
療
施
設
開

設
支
援
基
金
１
億
円
を
創

設
し
ま
し
た
が
、
石
岡
地

域
で
は
単
に
こ
の
基
金
を

創
設
し
た
と
い
う
だ
け
で

は
、
す
ぐ
に
は
事
業
者
の

募
集
や
誘
致
に
は
結
び
つ

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
石

岡
市
、
小
美
玉
市
、
か
す

み
が
う
ら
市
の
３
市
事
務

局
会
議
で
は
、
ぜ
ひ
施
設

誘
致
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
事
業
案
を
練
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
３

市
市
長
会
議
で
は
、
市
長

に
は
ぜ
ひ
し
っ
か
り
と
そ

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取

り
、
事
業
決
定
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
が
、
当
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
入
り
突
然
、

神
立
病
院
が
か
す
み
が
う

ら
市
へ
移
転
す
る
と
の
新

聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

小
美
玉
市
長
も
石
岡
市
長

３
市
事
務
局
に
お

い
て
は
、
引
き
続

き
先
進
地
事
例
の
調
査
研

究
を
行
う
と
と
も
に
、
医

療
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

内
容
等
を
３
市
で
共
有
し

ま
す
。
次
に
、
地
域
医
療

に
係
る
３
市
事
務
局
会
議

を
開
催
し
、
各
市
か
ら
の

事
業
案
を
基
に
協
議
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

医
療
に
係
る
３
市
事
務
局

会
議
に
お
い
て
事
業
案
を

取
り
ま
と
め
、
３
市
市
長

会
議
を
開
催
し
、
事
業
決

定
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

　
神
立
病
院
の
移
転
に
関

山本　 進
やまもと すすむ

３
市
連
携
の
も
と

確
実
な
病
院
誘
致
の
推
進
を

動　画

問

答 も
、
何
も
聞
い
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
早
く
も

こ
の
３
市
連
携
の
足
並
み

が
乱
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
大
変
心
配
で
す

が
、
市
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

し
て
は
、
か
す
み
が
う
ら

市
と
病
院
と
の
間
で
協
議

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
産
科
医
療
施
設
開
設

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

は
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
地
域
医

療
に
係
る
３
市
事
務
局
や

３
市
市
長
会
議
を
進
め
て

い
く
と
の
確
認
が
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

石
岡
市
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
現

在
、
民
間
委
託
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
委
託
内
容
は

金
額
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

児
童
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
支
援
員
の
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
、
配
慮
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
待

遇
改
善
を
図
る
こ
と
は
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
配
慮
が
必

要
な
児
童
が
想
定
外
の
危

険
な
動
き
を
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
も
伺
い
ま

す
。

　
現
在
、
空
き
教
室
が
な

い
た
め
ク
ラ
ス
を
増
や
せ

な
い
学
校
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
柿

岡
小
学
校
で
は
、
隣
の
旧

民
間
委
託
金
額
に

つ
い
て
は
、
３
年

間
で
６
億
３
８
４
５
万
７

０
０
０
円
で
す
。
客
観
的

な
数
字
で
の
比
較
は
難
し

い
状
況
で
す
が
、
成
果
と

し
て
、
常
時
雇
用
、
広
域

雇
用
が
充
実
し
、
人
員
不

足
や
欠
員
リ
ス
ク
は
解
消

及
び
軽
減
さ
れ
、
安
定
し

た
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
、

支
援
員
の
資
質
と
保
育
の

質
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
基
本
的
に
は
事
業
者
の

裁
量
範
囲
で
は
あ
り
ま
す

が
、
支
援
員
の
負
担
が
大

き
い
場
合
、
事
業
者
と
の

協
議
な
ど
に
よ
り
、
増
員
、

飯村　一夫
いいむら かず お

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
　

支
援
員
へ
の
配
慮
の
充
実
を

動　画

問

答

待
遇
面
の
改
善
も
考
え
ら

れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

想
定
外
の
事
案
に
関
し
て

は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
対
応
す
る
ほ

か
、
事
業
者
と
毎
月
定
例

の
会
議
で
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
、

定
員
が
超
過
と
な
っ
て
い

る
柿
岡
小
学
校
に
隣
接
す

る
旧
農
村
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
活
用
で
す
が
、
現

在
、
庁
内
の
関
係
部
署
と

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て
考
え
が

あ
る
か
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

▲地域医療計画に基づき、
3市で協議が続けられている

地域医療計画
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石
岡
市
の
人
口
減

少
の
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
け
た
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
の
児
童
生

徒
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
４

割
ま
で
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
近
隣
の
市

の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
の

統
廃
合
が
完
了
し
て
お

り
、
当
市
も
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

を
持
っ
て
進
め
な
い
と
、

課
題
解
決
が
ど
ん
ど
ん
先

送
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少

に
伴
う
教
育
の
在
り
方
、

環
境
整
備
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
は

地
域
経
済
の
縮
小
に
つ
な

が
り
、
空
き
店
舗
や
空
き

家
の
増
加
、
企
業
の
撤
退

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
歳
入
の
市
税
が
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
13
年
度

に
は
５
億
１
０
０
０
万
円

の
減
、
約
５
・
１
％
の
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
人

口
減
少
に
よ
る
税
収
へ
の

影
響
、
物
価
高
騰
や
公
共

施
設
等
の
維
持
管
理
、
更

新
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
は
、
石

岡
市
学
校
施
設
個
別
施
設

谷田川　泰
や た がわ やすし

待
っ
た
な
し
の
人
口
減
少
問

題
、
早
期
に
対
策
を

動　画

問

答 等
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
に
企
業
誘
致
の
対
応

は
、
他
自
治
体
か
ら
相
当

遅
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
待
っ
た
な
し
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
希
望
し
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

計
画
及
び
石
岡
市
小
中
学

校
統
合
再
編
計
画
に
基
づ

き
、
将
来
を
見
据
え
た
環

境
整
備
に
努
め
、
小
中
学

校
の
統
合
再
編
、
複
式
学

級
の
解
消
を
図
り
、
一
定

集
団
規
模
に
よ
る
学
校
活

動
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
は
、

地
域
の
雇
用
環
境
の
改
善

や
地
域
の
活
性
化
を
促
す

重
要
な
政
策
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

当
初
か
ら
開
発
可
能
性
調

査
を
開
始
し
て
お
り
、
早

期
の
開
発
候
補
地
の
選
定

や
開
発
手
法
等
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

交
通
事
故
全
体
に

占
め
る
自
転
車
事

故
の
割
合
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
死
亡
に
つ
な
が
っ

た
事
故
で
は
、
犠
牲
者
の

約
６
割
が
頭
部
に
致
命
傷

を
負
っ
て
い
ま
す
。
茨
城

県
警
察
の
報
告
に
よ
る

と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

率
は
中
学
生
が
約
89
％
、

小
学
生
以
下
が
約
73
％
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

高
校
生
に
な
る
と
８
％
と

一
気
に
下
が
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
事
故
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
頭
部
を
守
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
石
岡
市
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
推
進
す
る

取
組
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助
制

度
の
導
入
を
提
案
し
ま

す
。
中
学
生
・
高
校
生
と

も
に
自
転
車
乗
用
中
の
交

４
月
の
道
路
交
通

法
改
正
に
伴
う
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
努
力
義
務
化
に
関
し
て

は
、
市
報
へ
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
記
事
掲
載
を
行
い
、

周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
警
察
当
局
や
市

内
交
通
安
全
関
連
団
体
と

連
携
を
密
に
取
り
な
が

ら
、
効
果
的
な
周
知
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
購
入
に
対
す
る
補
助
に

関
し
て
は
、
近
隣
で
は
つ

く
ば
市
が
18
歳
未
満
の
市

新田　茜
にっ た あかね

全
世
代
を
対
象
に
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
制
度

導
入
を

動　画

問

答 通
事
故
が
最
も
多
く
、
高

齢
者
の
事
故
も
増
え
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

全
世
代
を
対
象
に
し
た
制

度
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。

民
を
対
象
に
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

茨
城
町
で
は
中
学
校
へ
自

転
車
通
学
を
し
て
い
る
生

徒
を
対
象
に
、
学
校
を
通

し
て
一
括
購
入
し
た
場
合

に
、
全
額
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
先
進
事
例
の
研
究
を

行
い
、
石
岡
市
民
に
と
っ

て
効
果
的
な
施
策
と
な
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

八
郷
総
合
運
動
公

園
の
プ
ー
ル
は
、

こ
こ
数
年
、
老
朽
化
に

よ
っ
て
開
放
中
止
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
中
止

前
は
多
く
の
市
民
が
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
今
も
、
特
に
子
育
て

世
代
の
方
か
ら
、
プ
ー
ル

の
開
放
再
開
を
望
む
声
が

非
常
に
多
く
上
が
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
プ
ー
ル
と

い
う
、
こ
ど
も
た
ち
の
遊

ぶ
場
を
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
も
、
と
て
も
重
要
な

子
育
て
支
援
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
危
険
な
箇
所
に

は
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
工

夫
を
し
て
、
こ
ど
も
用
の

プ
ー
ル
だ
け
で
も
開
放
す

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
競
泳
プ
ー
ル
、

大
プ
ー
ル
は
、
防
火
水
槽

の
役
割
を
し
て
お
り
、
地

域
の
防
災
の
観
点
か
ら

も
、
早
急
な
改
善
、
改
修
、

八
郷
総
合
運
動
公

園
の
プ
ー
ル
施
設

は
、
昭
和
53
年
度
に
建
設

さ
れ
、
本
年
度
で
築
45
年

と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
に
、
経

年
劣
化
に
よ
る
漏
水
が
判

明
し
、
緊
急
に
漏
水
の
修

繕
等
を
行
い
、
一
般
開
放

を
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
の
影
響
で
一
般
開
放
を

中
止
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
ほ
か
の
箇

所
に
も
漏
水
が
見
つ
か

り
、
令
和
４
年
度
以
降
、

本
年
度
も
一
般
開
放
を
中

止
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

鈴木　将史
すず き まさふみ

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

一
日
も
早
い
プ
ー
ル
の
開
放

再
開
を

動　画

問

答 そ
し
て
再
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
事

業
等
も
う
ま
く
活
用
し
て

い
き
な
が
ら
、
早
急
に
計

画
を
示
し
、
一
日
も
早
い

再
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

で
の
再
開
に
つ
い
て
は
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
後
は
地
盤
改

良
ま
で
含
め
た
根
本
的
な

改
修
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
安
全
性
の
確
保

と
い
う
部
分
か
ら
、
小

プ
ー
ル
も
開
放
を
中
止
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
、
学
校

の
水
泳
の
授
業
等
で
も
利

用
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
早
急
に
今
後
の
計
画
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

石
岡
市
の
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
、
５
年
間
で
空
き
家
解

消
件
数
が
18
件
と
、
少
な

い
状
況
で
す
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
先
進
事
例
と
し

て
、
栃
木
県
鹿
沼
市
で
は
、

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

の
協
定
締
結
に
よ
る
仲
買

の
充
実
の
ほ
か
、
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
補

助
、
さ
ら
に
補
助
に
つ
い

て
は
、
対
象
者
が
50
歳
未

満
の
場
合
や
世
帯
員
に
18

歳
以
下
の
人
が
い
る
場
合

に
補
助
額
を
加
算
す
る
な

ど
、
移
住
定
住
し
や
す
い

よ
う
な
取
組
を
し
て
、
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
を
踏
ま
え
、
今
後
ど

の
よ
う
に
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
で
あ
れ
ば

空
き
家
プ
ラ
ス
農
地
、
商

空
き
家
バ
ン
ク
制

度
に
つ
い
て
は
、

市
、
県
、
国
の
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
な
ど
の
周
知
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
に
は
、
空
き
家
等

実
態
把
握
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
掲
載

や
情
報
を
希
望
し
た
方
々

宛
て
に
案
内
を
送
付
し
た

ほ
か
、
令
和
５
年
度
に
は
、

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
紹
介
文
を
入
れ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
直
接
通
知

で
き
な
か
っ
た
市
外
在
住

の
空
き
家
所
有
者
に
周
知

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡野　孝男
おか の たか お

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
充
実
を

動　画

問

答 工
会
議
所
は
店
舗
な
ど
、

移
住
定
住
の
た
め
の
情
報

を
役
所
よ
り
も
得
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
民
間
活

力
の
導
入
に
つ
い
て
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
利
用
実
績

が
多
い
先
進
事
例
で
は
、

補
助
金
の
増
額
や
上
乗
せ

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
の
運
営
に
つ
い

て
、
民
間
団
体
が
運
営
す

る
ケ
ー
ス
や
、
自
治
体
と

民
間
団
体
が
連
携
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
に
結
び
つ
く
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
、
市
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
先
進
事
例
等
を

調
査
研
究
し
、
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

人口

▲石岡駅前で行われたヘルメット着用の啓発活動
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石
岡
市
の
人
口
減

少
の
状
況
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
け
た
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
の
児
童
生

徒
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
４

割
ま
で
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
近
隣
の
市

の
ほ
と
ん
ど
は
、
学
校
の

統
廃
合
が
完
了
し
て
お

り
、
当
市
も
よ
り
ス
ピ
ー

ド
感
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

を
持
っ
て
進
め
な
い
と
、

課
題
解
決
が
ど
ん
ど
ん
先

送
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少

に
伴
う
教
育
の
在
り
方
、

環
境
整
備
な
ど
、
将
来
を

見
据
え
た
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
人
口
減
少
は

地
域
経
済
の
縮
小
に
つ
な

が
り
、
空
き
店
舗
や
空
き

家
の
増
加
、
企
業
の
撤
退

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
歳
入
の
市
税
が
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
13
年
度

に
は
５
億
１
０
０
０
万
円

の
減
、
約
５
・
１
％
の
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
人

口
減
少
に
よ
る
税
収
へ
の

影
響
、
物
価
高
騰
や
公
共

施
設
等
の
維
持
管
理
、
更

新
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
は
、
石

岡
市
学
校
施
設
個
別
施
設

谷田川　泰
や た がわ やすし

待
っ
た
な
し
の
人
口
減
少
問

題
、
早
期
に
対
策
を

動　画

問

答 等
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
に
企
業
誘
致
の
対
応

は
、
他
自
治
体
か
ら
相
当

遅
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
待
っ
た
な
し
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
希
望
し
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

計
画
及
び
石
岡
市
小
中
学

校
統
合
再
編
計
画
に
基
づ

き
、
将
来
を
見
据
え
た
環

境
整
備
に
努
め
、
小
中
学

校
の
統
合
再
編
、
複
式
学

級
の
解
消
を
図
り
、
一
定

集
団
規
模
に
よ
る
学
校
活

動
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
は
、

地
域
の
雇
用
環
境
の
改
善

や
地
域
の
活
性
化
を
促
す

重
要
な
政
策
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

当
初
か
ら
開
発
可
能
性
調

査
を
開
始
し
て
お
り
、
早

期
の
開
発
候
補
地
の
選
定

や
開
発
手
法
等
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

交
通
事
故
全
体
に

占
め
る
自
転
車
事

故
の
割
合
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
死
亡
に
つ
な
が
っ

た
事
故
で
は
、
犠
牲
者
の

約
６
割
が
頭
部
に
致
命
傷

を
負
っ
て
い
ま
す
。
茨
城

県
警
察
の
報
告
に
よ
る

と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

率
は
中
学
生
が
約
89
％
、

小
学
生
以
下
が
約
73
％
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

高
校
生
に
な
る
と
８
％
と

一
気
に
下
が
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
自
転
車
事
故
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
頭
部
を
守
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
石
岡
市
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
推
進
す
る

取
組
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助
制

度
の
導
入
を
提
案
し
ま

す
。
中
学
生
・
高
校
生
と

も
に
自
転
車
乗
用
中
の
交

４
月
の
道
路
交
通

法
改
正
に
伴
う
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
努
力
義
務
化
に
関
し
て

は
、
市
報
へ
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
記
事
掲
載
を
行
い
、

周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
警
察
当
局
や
市

内
交
通
安
全
関
連
団
体
と

連
携
を
密
に
取
り
な
が

ら
、
効
果
的
な
周
知
啓
発

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
購
入
に
対
す
る
補
助
に

関
し
て
は
、
近
隣
で
は
つ

く
ば
市
が
18
歳
未
満
の
市

新田　茜
にっ た あかね

全
世
代
を
対
象
に
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
制
度

導
入
を

動　画

問

答 通
事
故
が
最
も
多
く
、
高

齢
者
の
事
故
も
増
え
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

全
世
代
を
対
象
に
し
た
制

度
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と

考
え
ま
す
。

民
を
対
象
に
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

茨
城
町
で
は
中
学
校
へ
自

転
車
通
学
を
し
て
い
る
生

徒
を
対
象
に
、
学
校
を
通

し
て
一
括
購
入
し
た
場
合

に
、
全
額
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
先
進
事
例
の
研
究
を

行
い
、
石
岡
市
民
に
と
っ

て
効
果
的
な
施
策
と
な
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

八
郷
総
合
運
動
公

園
の
プ
ー
ル
は
、

こ
こ
数
年
、
老
朽
化
に

よ
っ
て
開
放
中
止
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
中
止

前
は
多
く
の
市
民
が
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
今
も
、
特
に
子
育
て

世
代
の
方
か
ら
、
プ
ー
ル

の
開
放
再
開
を
望
む
声
が

非
常
に
多
く
上
が
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
プ
ー
ル
と

い
う
、
こ
ど
も
た
ち
の
遊

ぶ
場
を
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
も
、
と
て
も
重
要
な

子
育
て
支
援
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
危
険
な
箇
所
に

は
立
ち
入
れ
な
い
よ
う
工

夫
を
し
て
、
こ
ど
も
用
の

プ
ー
ル
だ
け
で
も
開
放
す

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
競
泳
プ
ー
ル
、

大
プ
ー
ル
は
、
防
火
水
槽

の
役
割
を
し
て
お
り
、
地

域
の
防
災
の
観
点
か
ら

も
、
早
急
な
改
善
、
改
修
、

八
郷
総
合
運
動
公

園
の
プ
ー
ル
施
設

は
、
昭
和
53
年
度
に
建
設

さ
れ
、
本
年
度
で
築
45
年

と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
に
、
経

年
劣
化
に
よ
る
漏
水
が
判

明
し
、
緊
急
に
漏
水
の
修

繕
等
を
行
い
、
一
般
開
放

を
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
の
影
響
で
一
般
開
放
を

中
止
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
ほ
か
の
箇

所
に
も
漏
水
が
見
つ
か

り
、
令
和
４
年
度
以
降
、

本
年
度
も
一
般
開
放
を
中

止
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

鈴木　将史
すず き まさふみ

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

一
日
も
早
い
プ
ー
ル
の
開
放

再
開
を

動　画

問

答 そ
し
て
再
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
事

業
等
も
う
ま
く
活
用
し
て

い
き
な
が
ら
、
早
急
に
計

画
を
示
し
、
一
日
も
早
い

再
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

で
の
再
開
に
つ
い
て
は
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
後
は
地
盤
改

良
ま
で
含
め
た
根
本
的
な

改
修
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
安
全
性
の
確
保

と
い
う
部
分
か
ら
、
小

プ
ー
ル
も
開
放
を
中
止
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
、
学
校

の
水
泳
の
授
業
等
で
も
利

用
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
早
急
に
今
後
の
計
画
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

石
岡
市
の
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
、
５
年
間
で
空
き
家
解

消
件
数
が
18
件
と
、
少
な

い
状
況
で
す
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
先
進
事
例
と
し

て
、
栃
木
県
鹿
沼
市
で
は
、

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

の
協
定
締
結
に
よ
る
仲
買

の
充
実
の
ほ
か
、
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
補

助
、
さ
ら
に
補
助
に
つ
い

て
は
、
対
象
者
が
50
歳
未

満
の
場
合
や
世
帯
員
に
18

歳
以
下
の
人
が
い
る
場
合

に
補
助
額
を
加
算
す
る
な

ど
、
移
住
定
住
し
や
す
い

よ
う
な
取
組
を
し
て
、
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な

取
組
を
踏
ま
え
、
今
後
ど

の
よ
う
に
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
で
あ
れ
ば

空
き
家
プ
ラ
ス
農
地
、
商

空
き
家
バ
ン
ク
制

度
に
つ
い
て
は
、

市
、
県
、
国
の
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
な
ど
の
周
知
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
に
は
、
空
き
家
等

実
態
把
握
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
掲
載

や
情
報
を
希
望
し
た
方
々

宛
て
に
案
内
を
送
付
し
た

ほ
か
、
令
和
５
年
度
に
は
、

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
紹
介
文
を
入
れ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
直
接
通
知

で
き
な
か
っ
た
市
外
在
住

の
空
き
家
所
有
者
に
周
知

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡野　孝男
おか の たか お

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
充
実
を

動　画

問

答 工
会
議
所
は
店
舗
な
ど
、

移
住
定
住
の
た
め
の
情
報

を
役
所
よ
り
も
得
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
民
間
活

力
の
導
入
に
つ
い
て
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
利
用
実
績

が
多
い
先
進
事
例
で
は
、

補
助
金
の
増
額
や
上
乗
せ

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
の
運
営
に
つ
い

て
、
民
間
団
体
が
運
営
す

る
ケ
ー
ス
や
、
自
治
体
と

民
間
団
体
が
連
携
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
に
結
び
つ
く
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
、
市
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
先
進
事
例
等
を

調
査
研
究
し
、
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

人口

▲石岡駅前で行われたヘルメット着用の啓発活動
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小
見
地
区
の
現
場

で
は
、
残
土
の
上

に
大
量
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

グ
が
積
ま
れ
、
特
に
、
囲

い
が
安
全
か
、
道
路
に
崩

れ
て
こ
な
い
か
、
地
域
住

民
の
方
も
非
常
に
心
配
し

な
が
ら
通
行
し
て
い
る
状

態
で
す
。
今
後
、
残
さ
れ

た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
撤

去
に
向
け
て
、
隣
接
道
路

の
安
全
性
、
囲
い
の
安
全

性
、
道
路
側
を
優
先
的
に

撤
去
す
る
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
近
年
、
不
法
投
棄
な
ど

は
悪
質
化
、
巧
妙
化
し
て

お
り
、
報
道
な
ど
で
も
ゲ

リ
ラ
投
棄
な
ど
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
大
規
模
な
不
法

投
棄
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
不
法
投
棄
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
新
規
発
生

状
況
、
ま
た
、
カ
メ
ラ
な

ど
の
活
用
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

ご
指
摘
の
小
見
地

区
の
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
道
路
際
の
囲
い

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

県
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
、
当
市
で
の
ク
ラ

イ
シ
ス
監
理
官
に
よ
る
安

全
確
認
を
平
日
毎
日
行
っ

て
い
ま
す
。
撤
去
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、
道
路
側
の

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
優
先

的
に
搬
出
さ
れ
る
よ
う
、

県
に
強
く
要
請
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
不
法
投

棄
の
新
規
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
、
県
な
ど
と
の
連
携
、

富田　雅史
とみ た まさ し

不
法
投
棄
へ
の
対
策

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
ツ
ー
ル
の
活

用
を

動　画

問

答 か
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
で
は
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
が
通
報
し

や
す
い
手
段
と
し
て
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
通
報
ツ
ー
ル
な
ど
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

啓
発
活
動
等
で
市
全
体
で

の
監
視
の
目
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
等

の
現
場
へ
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
必

要
に
応
じ
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
市
民
通
報
ツ
ー
ル
と
し

て
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
先
行
事
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
通
報

す
る
市
民
の
方
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
費
用
の
面
も
含

め
た
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

中
高
生
の
海
外
の

自
治
体
と
の
交
流

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
の
国
際
交
流
、

国
際
理
解
教
育
の
現
状

と
、
今
後
の
海
外
自
治
体

と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
多
文
化
共
生
の

醸
成
と
国
際
交
流
の
推
進

と
い
う
視
点
か
ら
、
地
方

公
共
団
体
が
主
体
と
な
り

中
高
生
が
海
外
の
自
治
体

と
の
交
換
留
学
や
交
流
会

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
事
例
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
広
く

国
際
的
な
視
野
を
持
ち
な

が
ら
も
、
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
に
愛
着
が
持
て
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

石
岡
市
が
主
体
と
な
っ

て
、
小
中
学
校
や
高
校
を

巻
き
込
み
、
海
外
自
治
体

と
の
交
流
事
業
の
検
討
を

現
在
、
市
内
小
中

学
校
に
お
い
て
、

英
語
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
授
業
、
特
別
活
動

時
間
等
で
国
際
理
解
教
育

に
取
り
組
み
、
外
国
人
の

方
と
の
交
流
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
外
国
の
方
を

講
師
に
招
き
、
国
の
様
子

の
映
像
や
、
歌
、
遊
び
な

ど
を
体
験
し
な
が
ら
交
流

活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
南
小
学
校
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
の
協
力
を

得
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ジ

ン
バ
ブ
エ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
大
学
生
と
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
よ

う
な
取
組
を
市
内
の
各
小

中根　淳一
なか ね じゅんいち

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
海
外
を
含
め
た
他

自
治
体
と
の
交
流
推
進
を

動　画

問

答 お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
姉
妹
都
市
や

海
外
の
自
治
体
と
の
交
流

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
学
校
に
も
広
げ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
国
内
及
び
海
外
自
治
体

と
の
交
流
は
、
子
ど
も
た

ち
が
他
の
地
域
の
方
々
と

の
交
流
や
文
化
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
民
間

や
関
係
団
体
、
経
済
レ
ベ

ル
で
の
交
流
な
ど
に
よ
り

自
治
体
間
相
互
の
機
運
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
今

ま
で
の
つ
な
が
り
等
を
生

か
し
な
が
ら
、
他
自
治
体

あ
る
い
は
海
外
と
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

前
回
の
定
例
会

で
、
南
小
学
校
は

建
て
替
え
を
す
る
と
今
後

60
年
間
の
使
用
で
13
億

円
、
改
修
す
る
と
今
後
30

年
間
の
使
用
で
10
億
円
か

か
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
単
純
に
年
数
で
割
る

と
、
誰
が
考
え
て
も
建
て

替
え
の
ほ
う
が
良
い
し
、

新
し
い
校
舎
で
学
べ
る
子

ど
も
た
ち
、
親
御
さ
ん
も

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
建

て
替
え
な
い
理
由
を
お
伺

い
し
ま
す
。
同
じ
お
金
を

か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
す

ば
ら
し
い
建
物
で
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。

　
ま
た
、
国
府
中
学
校
、

石
岡
小
学
校
の
小
中
一
貫

校
を
早
急
に
進
め
る
こ

と
。
二
重
投
資
は
無
駄
で

す
。
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

が
お
き
る
の
か
。
市
長
と

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

南
小
学
校
を
建
て

替
え
な
い
理
由

は
、
文
部
科
学
省
よ
り
昭

和
40
年
代
、
50
年
代
に
整

備
さ
れ
た
学
校
の
改
修
改

築
は
長
寿
命
化
改
修
工
事

も
視
野
に
入
れ
る
よ
う
方

針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
石

岡
市
学
校
施
設
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
建
物
の

建
築
年
や
現
況
、
耐
震
診

断
、
報
告
書
に
よ
る
評
価

及
び
現
地
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
長
寿
命
化
改
修

工
事
で
対
応
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
南
小
学
校
は

築
年
数
の
割
に
建
物
の
状

況
が
良
く
、
建
て
直
し
た

場
合
は
国
庫
補
助
が
出
ず

市
単
独
整
備
と
な
り
ま
す

が
、
長
寿
命
化
工
事
の
場

髙野 　要
たか の かなめ

市
内
小
中
学
校
の
統
合

建
て
替
え
を
選
択
し
な
い
理

由
は

動　画

問

答 シ
ョ
ン
の
無
さ
で
す
。
市

民
の
貴
重
な
税
金
で
す
。

市
民
に
説
明
が
で
き
る
よ

う
な
状
態
で
執
行
す
る
こ

と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

合
は
国
庫
補
助
と
起
債
の

活
用
で
財
政
的
に
有
利
と

な
る
こ
と
も
選
択
理
由
の

１
つ
で
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で

あ
り
、
今
後
、
投
資
効
果

も
検
証
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

６
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
、
大

変
強
い
雨
の
降
り
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
に
、
こ
の

豪
雨
に
よ
る
災
害
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、
６
月
５
日
開
催

の
総
務
企
画
委
員
会
で
災

害
対
策
本
部
の
状
況
の
説

明
が
あ
り
、
副
市
長
は
リ

モ
ー
ト
で
、
自
宅
で
災
害

対
応
を
図
っ
て
い
た
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
事
実
関
係
に
つ

い
て
副
市
長
に
伺
い
ま

す
。
リ
モ
ー
ト
で
災
害
対

応
が
で
き
る
の
か
。
一
番

降
り
が
ひ
ど
か
っ
た
午
後

11
時
か
ら
翌
午
前
２
時
、

洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
な
ぜ
す
ぐ
来
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
会
議
の
と
き
に
い
れ
ば

い
い
と
い
う
問
題
で
は
な

く
、
報
告
さ
れ
た
情
報
を

把
握
し
た
上
で
、
現
場
対

応
の
職
員
に
適
切
な
指
示

台
風
２
号
の
影
響

に
よ
る
大
雨
被
害

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
土
砂

災
害
な
ど
影
響
が
想
定
さ

れ
る
地
区
で
開
設
し
た
避

難
所
の
避
難
者
数
が
18
名
。

床
上
浸
水
は
市
内
で
６
件
、

床
下
浸
水
は
８
件
把
握
し

て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
等

と
し
て
は
法
面
崩
れ
、
道

路
陥
没
、
冠
水
等
が
多
数

発
生
し
、
農
業
関
係
で
は

冠
水
で
広
範
囲
に
水
稲
の

被
害
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
関
係
で
は
救
助
１
件
、

火
災
で
な
い
処
理
事
案
１

件
。
け
が
人
等
の
搬
送
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

石橋　保卓
いしばし やすたか

台
風
２
号
に
よ
る
大
雨
被
害

執
行
部
の
危
機
管
理
体
制
を

問
う

動　画

問

答 を
出
す
の
が
災
害
対
策
本

部
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
て
い
る
間
、
市
長
と

副
市
長
が
同
時
に
本
部
を

留
守
に
す
る
時
間
帯
は

あ
っ
た
の
か
、
市
長
に
伺

い
ま
す
。

　
第
１
回
災
害
対
策
本
部

会
議
終
了
後
、
一
旦
小
康

状
態
に
な
っ
た
た
め
、
第

２
回
災
害
対
策
本
部
の
開

催
時
間
を
決
め
ず
に
散
会

し
、
常
に
連
絡
が
取
れ
る

体
制
を
整
え
て
帰
宅
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
交
通
が

遮
断
さ
れ
て
こ
ち
ら
に
来

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
行
動
に
対
し

て
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
下
川
橋
・
光
安
寺
橋
の

水
位
の
状
況
や
、
高
浜
・

山
王
川
を
見
に
行
っ
た
時

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
厳

格
に
は
、
副
市
長
が
自
宅

に
い
る
時
間
が
一
緒
に
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

▲警報等の発表・解除時刻

種別

大雨警報

洪水警報

土砂災害
警戒情報

発表時刻

6月2日
15：50

6月2日
22：59

6月2日
23：30

6月3日
11：47

6月3日
8：23

6月3日
11：10

解除時刻
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小
見
地
区
の
現
場

で
は
、
残
土
の
上

に
大
量
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

グ
が
積
ま
れ
、
特
に
、
囲

い
が
安
全
か
、
道
路
に
崩

れ
て
こ
な
い
か
、
地
域
住

民
の
方
も
非
常
に
心
配
し

な
が
ら
通
行
し
て
い
る
状

態
で
す
。
今
後
、
残
さ
れ

た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
撤

去
に
向
け
て
、
隣
接
道
路

の
安
全
性
、
囲
い
の
安
全

性
、
道
路
側
を
優
先
的
に

撤
去
す
る
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
近
年
、
不
法
投
棄
な
ど

は
悪
質
化
、
巧
妙
化
し
て

お
り
、
報
道
な
ど
で
も
ゲ

リ
ラ
投
棄
な
ど
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
大
規
模
な
不
法

投
棄
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
不
法
投
棄
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
新
規
発
生

状
況
、
ま
た
、
カ
メ
ラ
な

ど
の
活
用
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

ご
指
摘
の
小
見
地

区
の
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
道
路
際
の
囲
い

の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

県
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
、
当
市
で
の
ク
ラ

イ
シ
ス
監
理
官
に
よ
る
安

全
確
認
を
平
日
毎
日
行
っ

て
い
ま
す
。
撤
去
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、
道
路
側
の

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
優
先

的
に
搬
出
さ
れ
る
よ
う
、

県
に
強
く
要
請
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
不
法
投

棄
の
新
規
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
、
県
な
ど
と
の
連
携
、

富田　雅史
とみ た まさ し

不
法
投
棄
へ
の
対
策

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
ツ
ー
ル
の
活

用
を

動　画

問

答 か
伺
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
で
は
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
が
通
報
し

や
す
い
手
段
と
し
て
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
通
報
ツ
ー
ル
な
ど
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

啓
発
活
動
等
で
市
全
体
で

の
監
視
の
目
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
等

の
現
場
へ
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
必

要
に
応
じ
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
市
民
通
報
ツ
ー
ル
と
し

て
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
先
行
事
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
通
報

す
る
市
民
の
方
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
費
用
の
面
も
含

め
た
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

中
高
生
の
海
外
の

自
治
体
と
の
交
流

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

小
中
学
生
の
国
際
交
流
、

国
際
理
解
教
育
の
現
状

と
、
今
後
の
海
外
自
治
体

と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
多
文
化
共
生
の

醸
成
と
国
際
交
流
の
推
進

と
い
う
視
点
か
ら
、
地
方

公
共
団
体
が
主
体
と
な
り

中
高
生
が
海
外
の
自
治
体

と
の
交
換
留
学
や
交
流
会

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て

い
る
事
例
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
広
く

国
際
的
な
視
野
を
持
ち
な

が
ら
も
、
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
に
愛
着
が
持
て
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

石
岡
市
が
主
体
と
な
っ

て
、
小
中
学
校
や
高
校
を

巻
き
込
み
、
海
外
自
治
体

と
の
交
流
事
業
の
検
討
を

現
在
、
市
内
小
中

学
校
に
お
い
て
、

英
語
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
授
業
、
特
別
活
動

時
間
等
で
国
際
理
解
教
育

に
取
り
組
み
、
外
国
人
の

方
と
の
交
流
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
外
国
の
方
を

講
師
に
招
き
、
国
の
様
子

の
映
像
や
、
歌
、
遊
び
な

ど
を
体
験
し
な
が
ら
交
流

活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
南
小
学
校
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
の
協
力
を

得
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ジ

ン
バ
ブ
エ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
大
学
生
と
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
よ

う
な
取
組
を
市
内
の
各
小

中根　淳一
なか ね じゅんいち

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
海
外
を
含
め
た
他

自
治
体
と
の
交
流
推
進
を

動　画

問

答 お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
姉
妹
都
市
や

海
外
の
自
治
体
と
の
交
流

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
学
校
に
も
広
げ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
国
内
及
び
海
外
自
治
体

と
の
交
流
は
、
子
ど
も
た

ち
が
他
の
地
域
の
方
々
と

の
交
流
や
文
化
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
民
間

や
関
係
団
体
、
経
済
レ
ベ

ル
で
の
交
流
な
ど
に
よ
り

自
治
体
間
相
互
の
機
運
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
今

ま
で
の
つ
な
が
り
等
を
生

か
し
な
が
ら
、
他
自
治
体

あ
る
い
は
海
外
と
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

前
回
の
定
例
会

で
、
南
小
学
校
は

建
て
替
え
を
す
る
と
今
後

60
年
間
の
使
用
で
13
億

円
、
改
修
す
る
と
今
後
30

年
間
の
使
用
で
10
億
円
か

か
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
単
純
に
年
数
で
割
る

と
、
誰
が
考
え
て
も
建
て

替
え
の
ほ
う
が
良
い
し
、

新
し
い
校
舎
で
学
べ
る
子

ど
も
た
ち
、
親
御
さ
ん
も

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
建

て
替
え
な
い
理
由
を
お
伺

い
し
ま
す
。
同
じ
お
金
を

か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
す

ば
ら
し
い
建
物
で
過
ご
し

て
も
ら
う
こ
と
の
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。

　
ま
た
、
国
府
中
学
校
、

石
岡
小
学
校
の
小
中
一
貫

校
を
早
急
に
進
め
る
こ

と
。
二
重
投
資
は
無
駄
で

す
。
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と

が
お
き
る
の
か
。
市
長
と

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

南
小
学
校
を
建
て

替
え
な
い
理
由

は
、
文
部
科
学
省
よ
り
昭

和
40
年
代
、
50
年
代
に
整

備
さ
れ
た
学
校
の
改
修
改

築
は
長
寿
命
化
改
修
工
事

も
視
野
に
入
れ
る
よ
う
方

針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
石

岡
市
学
校
施
設
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
き
、
建
物
の

建
築
年
や
現
況
、
耐
震
診

断
、
報
告
書
に
よ
る
評
価

及
び
現
地
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
長
寿
命
化
改
修

工
事
で
対
応
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
南
小
学
校
は

築
年
数
の
割
に
建
物
の
状

況
が
良
く
、
建
て
直
し
た

場
合
は
国
庫
補
助
が
出
ず

市
単
独
整
備
と
な
り
ま
す

が
、
長
寿
命
化
工
事
の
場

髙野 　要
たか の かなめ

市
内
小
中
学
校
の
統
合

建
て
替
え
を
選
択
し
な
い
理

由
は

動　画

問

答 シ
ョ
ン
の
無
さ
で
す
。
市

民
の
貴
重
な
税
金
で
す
。

市
民
に
説
明
が
で
き
る
よ

う
な
状
態
で
執
行
す
る
こ

と
を
切
に
希
望
し
ま
す
。

合
は
国
庫
補
助
と
起
債
の

活
用
で
財
政
的
に
有
利
と

な
る
こ
と
も
選
択
理
由
の

１
つ
で
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で

あ
り
、
今
後
、
投
資
効
果

も
検
証
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

６
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
、
大

変
強
い
雨
の
降
り
が
あ
り

ま
し
た
。
初
め
に
、
こ
の

豪
雨
に
よ
る
災
害
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、
６
月
５
日
開
催

の
総
務
企
画
委
員
会
で
災

害
対
策
本
部
の
状
況
の
説

明
が
あ
り
、
副
市
長
は
リ

モ
ー
ト
で
、
自
宅
で
災
害

対
応
を
図
っ
て
い
た
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
事
実
関
係
に
つ

い
て
副
市
長
に
伺
い
ま

す
。
リ
モ
ー
ト
で
災
害
対

応
が
で
き
る
の
か
。
一
番

降
り
が
ひ
ど
か
っ
た
午
後

11
時
か
ら
翌
午
前
２
時
、

洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
な
ぜ
す
ぐ
来
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
会
議
の
と
き
に
い
れ
ば

い
い
と
い
う
問
題
で
は
な

く
、
報
告
さ
れ
た
情
報
を

把
握
し
た
上
で
、
現
場
対

応
の
職
員
に
適
切
な
指
示

台
風
２
号
の
影
響

に
よ
る
大
雨
被
害

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
土
砂

災
害
な
ど
影
響
が
想
定
さ

れ
る
地
区
で
開
設
し
た
避

難
所
の
避
難
者
数
が
18
名
。

床
上
浸
水
は
市
内
で
６
件
、

床
下
浸
水
は
８
件
把
握
し

て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
等

と
し
て
は
法
面
崩
れ
、
道

路
陥
没
、
冠
水
等
が
多
数

発
生
し
、
農
業
関
係
で
は

冠
水
で
広
範
囲
に
水
稲
の

被
害
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
関
係
で
は
救
助
１
件
、

火
災
で
な
い
処
理
事
案
１

件
。
け
が
人
等
の
搬
送
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

石橋　保卓
いしばし やすたか

台
風
２
号
に
よ
る
大
雨
被
害

執
行
部
の
危
機
管
理
体
制
を

問
う

動　画

問

答 を
出
す
の
が
災
害
対
策
本

部
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
て
い
る
間
、
市
長
と

副
市
長
が
同
時
に
本
部
を

留
守
に
す
る
時
間
帯
は

あ
っ
た
の
か
、
市
長
に
伺

い
ま
す
。

　
第
１
回
災
害
対
策
本
部

会
議
終
了
後
、
一
旦
小
康

状
態
に
な
っ
た
た
め
、
第

２
回
災
害
対
策
本
部
の
開

催
時
間
を
決
め
ず
に
散
会

し
、
常
に
連
絡
が
取
れ
る

体
制
を
整
え
て
帰
宅
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
交
通
が

遮
断
さ
れ
て
こ
ち
ら
に
来

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
行
動
に
対
し

て
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

　
下
川
橋
・
光
安
寺
橋
の

水
位
の
状
況
や
、
高
浜
・

山
王
川
を
見
に
行
っ
た
時

間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
厳

格
に
は
、
副
市
長
が
自
宅

に
い
る
時
間
が
一
緒
に
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

▲警報等の発表・解除時刻

種別

大雨警報

洪水警報

土砂災害
警戒情報

発表時刻

6月2日
15：50

6月2日
22：59

6月2日
23：30

6月3日
11：47

6月3日
8：23

6月3日
11：10

解除時刻
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各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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上
曽
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
向
け
た
周
辺

地
区
へ
の
整
備
計
画
、
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
へ
の

取
組
、
石
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
影
響
、
変
化
、

そ
れ
ら
を
含
め
た
新
た
な

構
想
が
策
定
さ
れ
る
の

か
、
伺
い
ま
す
。

　
桜
川
市
に
お
い
て
は
、

令
和
７
年
度
の
上
曽
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
向
け
、
令

和
４
年
度
か
ら
活
性
化
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
上
曽

ト
ン
ネ
ル
周
辺
地
域
活
性

化
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
、

産
業
、
観
光
の
面
等
か
ら

の
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
実

施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
一
方
、
当
市
で
は
、

八
郷
地
区
の
地
元
の
方
々

に
も
、
い
つ
開
通
す
る
か

分
か
ら
な
い
人
が
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
今

後
の
展
望
も
全
く
な
い
と

現
在
、
石
岡
市
総

合
計
画
第
２
期
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
各
課
の
課
長
補
佐

及
び
係
長
級
で
構
成
を
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
な

ど
で
、
現
状
や
課
題
、
主

要
な
取
組
に
つ
い
て
、
分

析
、
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
上

曽
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
は
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
通

に
伴
い
、
地
域
振
興
や
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

川井　幸一
かわ い こういち

上
曽
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
う

地
域
活
性
化
構
想
、
早
急
な

策
定
を

動　画

問

答 い
う
状
況
で
す
。
今
か
ら

で
も
地
域
活
性
化
の
構

想
、
計
画
を
早
急
に
策
定

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

胆
な
発
想
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

と
も
考
え
ま
す
。
石
岡
市

総
合
計
画
第
２
期
基
本
計

画
に
上
曽
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
関
す
る
施
策
を
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
観
光
振

興
計
画
な
ど
の
関
連
計
画

と
の
見
直
し
や
整
合
を
図

る
な
ど
、
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

道
路
交
通
法
改
正

に
伴
い
、
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
、
年
齢

を
問
わ
ず
自
転
車
走
行
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
こ
の
こ
と
が
市

民
の
皆
様
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
感
じ
ま
す
。
市
民

の
命
を
守
る
大
事
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
に
着
用
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

出
前
講
座
な
ど
に
は
、
自

転
車
利
用
時
の
正
し
い
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
か
ぶ
り
方

等
、
マ
ナ
ー
教
室
的
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
重
要
性
が
分
か
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
ビ
デ
オ
等
を
い
つ
で

も
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
用

意
す
る
こ
と
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
普
及
さ
せ
る
た

自
転
車
利
用
時
の

マ
ナ
ー
教
室
な
ど

に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に

関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

毎
年
、
市
内
各
小
学
校
に

お
い
て
、
石
岡
警
察
署
か

ら
講
師
を
招
い
て
、
交
通

安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
、
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
関
す

る
指
導
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
内
の
交
通
安

全
関
連
団
体
、
石
岡
市
区

長
会
等
の
集
会
で
、
石
岡

警
察
署
の
方
か
ら
、
自
転

車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
含

玉造　由美
たまづくり よし み

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務

　市
民
へ
も
っ
と
伝
わ
る
啓

発
活
動
を

動　画

問

答 め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま

す
。
市
民
の
命
を
守
れ
る

よ
う
一
日
も
早
く
計
画
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

め
た
防
犯
・
交
通
安
全
に

関
す
る
講
話
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
交
通
安
全
の
意

識
向
上
に
つ
い
て
広
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
当
市
で
は
、
石
岡
市
り

ん
り
ん
タ
ウ
ン
構
想
を
掲

げ
、
自
転
車
利
活
用
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
自
転
車
利
用

者
の
安
全
を
図
る
た
め
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が

学
び
、
交
流
し
、

石
岡
の
中
心
的
な
場
所
で

あ
っ
た
市
民
会
館
が
３
年

間
も
使
え
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら

は
何
と
か
し
て
く
れ
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
５
月
30
日
の
全
員
協

議
会
で
示
さ
れ
た
複
合
文

化
施
設
基
本
構
想
（
案
）

で
は
、
複
合
文
化
施
設
と

い
う
記
述
が
あ
り
ま
す

が
、
一
体
何
を
指
し
て
い

る
の
か
非
常
に
曖
昧
で
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
収
入
の

取
り
扱
い
と
の
記
述
も
あ

り
ま
す
が
、
有
料
に
す
る

こ
と
も
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
市
の
説
明
を
聞
い
て
い

る
と
、
何
も
か
も
審
議
会

任
せ
で
あ
り
、
具
体
的
な

も
の
は
審
議
会
で
審
議
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
、
責

市
民
会
館
が
備
え

て
い
た
ホ
ー
ル
機

能
を
中
核
と
し
、
そ
の
ほ

か
に
も
複
合
す
る
も
の
を

今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。
相
乗
効
果
を
生
み

出
す
、
市
民
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
を
複

合
し
て
い
き
た
い
、
そ
の

中
で
基
本
計
画
を
策
定

し
、
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
費
の
財
源
確
保
の
た

め
に
有
料
化
も
検
討
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。

小松　豊正
こ まつ とよまさ

複
合
文
化
施
設

市
と
し
て
責
任
あ
る
計
画
策

定
を

動　画

問

答 任
あ
る
態
度
と
は
到
底
言

え
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
基
本
構
想
（
案
）
に

つ
い
て
も
、
執
行
部
と
し

て
の
考
え
が
な
い
よ
う
に

読
み
取
れ
ま
す
。
令
和
12

年
完
成
予
定
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
前
の
段
取
り
、

完
成
に
至
る
過
程
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
庁
内
の
部
長
級

で
構
成
す
る
複
合
文
化
施

設
整
備
検
討
委
員
会
、
課

長
級
で
構
成
す
る
複
合
文

化
施
設
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
ま
た
、
そ
の

下
部
組
織
で
あ
る
財
務
部

会
、
機
能
部
会
、
建
設
部

会
、
若
手
検
討
チ
ー
ム
で

審
議
を
し
、
素
案
を
つ
く

り
、
審
議
会
の
ほ
う
に
諮

り
ま
す
。
審
議
会
で
意
見

を
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見

に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
し
て
、
部
長
級
、
課

長
級
で
構
成
す
る
検
討
委

員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
内
容
を
精
査

し
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

境
町
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
に

関
し
て
５
年
連
続
関
東
１

位
、
７
年
連
続
県
内
１
位

に
な
っ
て
お
り
、
返
礼
品

の
開
発
に
積
極
的
に
投
資

を
行
い
事
業
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
常

に
良
い
先
例
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
調
査
を
行
い
、
石
岡

市
で
も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
の

ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
広
報

の
充
実
は
必
須
で
す
。
現

状
、
石
岡
市
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
石
岡
市
の
返

礼
品
紹
介
の
ペ
ー
ジ
は
、

写
真
の
枚
数
が
少
な
く
、

写
り
や
説
明
も
非
常
に
残

念
な
状
況
で
す
。
ぜ
ひ
工

夫
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

こ
れ
ま
で
も
、
実

績
を
伸
ば
し
て
い

る
他
市
町
村
の
担
当
者
と

情
報
交
換
を
行
い
、
先
進

的
な
取
組
事
例
を
調
査
し

て
き
ま
し
た
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
の
方
々
に
向
け
て
、

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
年
２
回
、
１
５
３
万
部

配
布
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
の
寄
附
が
多
い
こ
と

か
ら
バ
ナ
ー
広
告
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
効
果
的
な
広
報
に
つ

い
て
研
究
し
、
充
実
を

櫻井　茂
さくらい しげる

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
ア
ッ

プ
の
た
め

　戦
略
的
な
取
組

を
す
べ
き

動　画

問

答

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
材
、
資
金
の
投
入
に

関
し
て
は
、
返
礼
品
の
開

発
を
専
門
業
者
に
委
託
し

た
り
、
あ
る
い
は
商
品
開

発
の
専
門
の
職
員
を
配
置

し
た
り
、
開
発
支
援
の
た

め
の
補
助
金
を
交
付
し
た

り
し
て
、
実
績
を
上
げ
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
こ
う
し
た
取

組
を
参
考
と
し
て
、
関
係

部
局
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
人
材
や
資
金
の
投

入
方
法
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

品
等
の
戦
略
的
な
展
開
を

す
る
た
め
に
は
、
人
材
と

資
金
の
投
入
が
必
須
で

す
。
事
業
者
の
方
々
の
意

見
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、
商
品
開
発
、
広
報
の

展
開
、
こ
れ
ら
も
含
め
て

投
資
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

▲トンネル開通は、今後のまちづくりに大きく影響してくる

▲石岡市へのふるさと納税の件数と金額の推移
　（総務省公表資料より）

年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

８,４８９

１０,８９０

１１,８０６

１２,３３４

９,９８７

１２３,１１２

１５３,１４４

１６４,９４１

１６８,３３０

１４５,０７９

件数 金額（千円）
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※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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上
曽
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
向
け
た
周
辺

地
区
へ
の
整
備
計
画
、
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
へ
の

取
組
、
石
岡
市
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
影
響
、
変
化
、

そ
れ
ら
を
含
め
た
新
た
な

構
想
が
策
定
さ
れ
る
の

か
、
伺
い
ま
す
。

　
桜
川
市
に
お
い
て
は
、

令
和
７
年
度
の
上
曽
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
向
け
、
令

和
４
年
度
か
ら
活
性
化
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
上
曽

ト
ン
ネ
ル
周
辺
地
域
活
性

化
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
、

産
業
、
観
光
の
面
等
か
ら

の
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
も
実

施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
一
方
、
当
市
で
は
、

八
郷
地
区
の
地
元
の
方
々

に
も
、
い
つ
開
通
す
る
か

分
か
ら
な
い
人
が
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
今

後
の
展
望
も
全
く
な
い
と

現
在
、
石
岡
市
総

合
計
画
第
２
期
基

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
り
、
各
課
の
課
長
補
佐

及
び
係
長
級
で
構
成
を
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
な

ど
で
、
現
状
や
課
題
、
主

要
な
取
組
に
つ
い
て
、
分

析
、
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
上

曽
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
は
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
通

に
伴
い
、
地
域
振
興
や
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

川井　幸一
かわ い こういち

上
曽
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
う

地
域
活
性
化
構
想
、
早
急
な

策
定
を

動　画

問

答 い
う
状
況
で
す
。
今
か
ら

で
も
地
域
活
性
化
の
構

想
、
計
画
を
早
急
に
策
定

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

胆
な
発
想
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

と
も
考
え
ま
す
。
石
岡
市

総
合
計
画
第
２
期
基
本
計

画
に
上
曽
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
関
す
る
施
策
を
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
観
光
振

興
計
画
な
ど
の
関
連
計
画

と
の
見
直
し
や
整
合
を
図

る
な
ど
、
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

道
路
交
通
法
改
正

に
伴
い
、
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
、
年
齢

を
問
わ
ず
自
転
車
走
行
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努

力
義
務
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
こ
の
こ
と
が
市

民
の
皆
様
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
感
じ
ま
す
。
市
民

の
命
を
守
る
大
事
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
に
着
用
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

出
前
講
座
な
ど
に
は
、
自

転
車
利
用
時
の
正
し
い
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
か
ぶ
り
方

等
、
マ
ナ
ー
教
室
的
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
重
要
性
が
分
か
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
ビ
デ
オ
等
を
い
つ
で

も
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
用

意
す
る
こ
と
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
普
及
さ
せ
る
た

自
転
車
利
用
時
の

マ
ナ
ー
教
室
な
ど

に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に

関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

毎
年
、
市
内
各
小
学
校
に

お
い
て
、
石
岡
警
察
署
か

ら
講
師
を
招
い
て
、
交
通

安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
、
自
転
車

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
関
す

る
指
導
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
市
内
の
交
通
安

全
関
連
団
体
、
石
岡
市
区

長
会
等
の
集
会
で
、
石
岡

警
察
署
の
方
か
ら
、
自
転

車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
含

玉造　由美
たまづくり よし み

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務

　市
民
へ
も
っ
と
伝
わ
る
啓

発
活
動
を

動　画

問

答 め
に
も
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま

す
。
市
民
の
命
を
守
れ
る

よ
う
一
日
も
早
く
計
画
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

め
た
防
犯
・
交
通
安
全
に

関
す
る
講
話
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
交
通
安
全
の
意

識
向
上
に
つ
い
て
広
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
当
市
で
は
、
石
岡
市
り

ん
り
ん
タ
ウ
ン
構
想
を
掲

げ
、
自
転
車
利
活
用
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
自
転
車
利
用

者
の
安
全
を
図
る
た
め
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
に

つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が

学
び
、
交
流
し
、

石
岡
の
中
心
的
な
場
所
で

あ
っ
た
市
民
会
館
が
３
年

間
も
使
え
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら

は
何
と
か
し
て
く
れ
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
５
月
30
日
の
全
員
協

議
会
で
示
さ
れ
た
複
合
文

化
施
設
基
本
構
想
（
案
）

で
は
、
複
合
文
化
施
設
と

い
う
記
述
が
あ
り
ま
す

が
、
一
体
何
を
指
し
て
い

る
の
か
非
常
に
曖
昧
で
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
収
入
の

取
り
扱
い
と
の
記
述
も
あ

り
ま
す
が
、
有
料
に
す
る

こ
と
も
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
市
の
説
明
を
聞
い
て
い

る
と
、
何
も
か
も
審
議
会

任
せ
で
あ
り
、
具
体
的
な

も
の
は
審
議
会
で
審
議
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
、
責

市
民
会
館
が
備
え

て
い
た
ホ
ー
ル
機

能
を
中
核
と
し
、
そ
の
ほ

か
に
も
複
合
す
る
も
の
を

今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。
相
乗
効
果
を
生
み

出
す
、
市
民
の
利
便
性
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
を
複

合
し
て
い
き
た
い
、
そ
の

中
で
基
本
計
画
を
策
定

し
、
協
議
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
費
の
財
源
確
保
の
た

め
に
有
料
化
も
検
討
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。

小松　豊正
こ まつ とよまさ

複
合
文
化
施
設

市
と
し
て
責
任
あ
る
計
画
策

定
を

動　画

問

答 任
あ
る
態
度
と
は
到
底
言

え
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
基
本
構
想
（
案
）
に

つ
い
て
も
、
執
行
部
と
し

て
の
考
え
が
な
い
よ
う
に

読
み
取
れ
ま
す
。
令
和
12

年
完
成
予
定
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
前
の
段
取
り
、

完
成
に
至
る
過
程
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
庁
内
の
部
長
級

で
構
成
す
る
複
合
文
化
施

設
整
備
検
討
委
員
会
、
課

長
級
で
構
成
す
る
複
合
文

化
施
設
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
ま
た
、
そ
の

下
部
組
織
で
あ
る
財
務
部

会
、
機
能
部
会
、
建
設
部

会
、
若
手
検
討
チ
ー
ム
で

審
議
を
し
、
素
案
を
つ
く

り
、
審
議
会
の
ほ
う
に
諮

り
ま
す
。
審
議
会
で
意
見

を
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見

に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
し
て
、
部
長
級
、
課

長
級
で
構
成
す
る
検
討
委

員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
内
容
を
精
査

し
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

境
町
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
に

関
し
て
５
年
連
続
関
東
１

位
、
７
年
連
続
県
内
１
位

に
な
っ
て
お
り
、
返
礼
品

の
開
発
に
積
極
的
に
投
資

を
行
い
事
業
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
常

に
良
い
先
例
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
調
査
を
行
い
、
石
岡

市
で
も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
の

ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
広
報

の
充
実
は
必
須
で
す
。
現

状
、
石
岡
市
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
石
岡
市
の
返

礼
品
紹
介
の
ペ
ー
ジ
は
、

写
真
の
枚
数
が
少
な
く
、

写
り
や
説
明
も
非
常
に
残

念
な
状
況
で
す
。
ぜ
ひ
工

夫
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

こ
れ
ま
で
も
、
実

績
を
伸
ば
し
て
い

る
他
市
町
村
の
担
当
者
と

情
報
交
換
を
行
い
、
先
進

的
な
取
組
事
例
を
調
査
し

て
き
ま
し
た
。

　
広
報
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
の
方
々
に
向
け
て
、

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
年
２
回
、
１
５
３
万
部

配
布
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
の
寄
附
が
多
い
こ
と

か
ら
バ
ナ
ー
広
告
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

よ
り
効
果
的
な
広
報
に
つ

い
て
研
究
し
、
充
実
を

櫻井　茂
さくらい しげる

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
ア
ッ

プ
の
た
め

　戦
略
的
な
取
組

を
す
べ
き

動　画

問

答

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
人
材
、
資
金
の
投
入
に

関
し
て
は
、
返
礼
品
の
開

発
を
専
門
業
者
に
委
託
し

た
り
、
あ
る
い
は
商
品
開

発
の
専
門
の
職
員
を
配
置

し
た
り
、
開
発
支
援
の
た

め
の
補
助
金
を
交
付
し
た

り
し
て
、
実
績
を
上
げ
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
こ
う
し
た
取

組
を
参
考
と
し
て
、
関
係

部
局
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
人
材
や
資
金
の
投

入
方
法
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

品
等
の
戦
略
的
な
展
開
を

す
る
た
め
に
は
、
人
材
と

資
金
の
投
入
が
必
須
で

す
。
事
業
者
の
方
々
の
意

見
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、
商
品
開
発
、
広
報
の

展
開
、
こ
れ
ら
も
含
め
て

投
資
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

▲トンネル開通は、今後のまちづくりに大きく影響してくる

▲石岡市へのふるさと納税の件数と金額の推移
　（総務省公表資料より）

年度

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

８,４８９

１０,８９０

１１,８０６

１２,３３４

９,９８７

１２３,１１２

１５３,１４４

１６４,９４１

１６８,３３０

１４５,０７９

件数 金額（千円）
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令
和
５
年
度
の
乗

合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
補
助
金
の
予
算
額

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
の
予
約
が
取
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
要
因
と
現

在
の
利
用
者
数
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
土
日
は
路
線
バ
ス
の
運

行
も
減
り
、
一
般
の
タ
ク

シ
ー
の
稼
働
率
も
落
ち
ま

す
が
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

の
土
日
運
行
は
民
間
の
営

業
を
本
当
に
圧
迫
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
や
は
り
一
番
弱
い
立

場
の
人
に
は
優
し
く
、
ど

う
や
っ
た
ら
そ
れ
が
で
き

る
か
を
工
夫
し
て
い
く
の

が
執
行
部
の
努
力
だ
と
思

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
税
金

の
中
で
運
営
し
て
い
く
の

で
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
に

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
つ
け

令
和
５
年
度
の
予

算
額
は
６
５
８
０

万
円
、
過
去
２
年
間
の
売

上
は
、
令
和
３
年
度
が
７

３
７
万
８
０
０
０
円
、
令

和
４
年
度
が
７
１
８
万
６

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
以
前
あ
っ
た
石
岡

地
区
と
八
郷
地
区
の
乗
り

継
ぎ
を
廃
止
し
て
か
ら
１

人
あ
た
り
の
運
行
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
間
の
利
用
実
績

は
令
和
３
年
度
３
万
３
５

２
８
人
、
令
和
４
年
度
３

万
１
９
９
４
人
で
、
行
き

先
に
つ
い
て
は
、
商
業
施

設
、
医
療
機
関
の
利
用
が

多
い
状
況
で
す
。

鈴木　康仁
すず き やすひと

乗
合
い
タ
ク
シ
ー

　移
動
制

約
者
に
優
し
い
ま
ち
へ

動　画

問

答 る
と
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
す
る
と
い
っ
た
努

力
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
は
既

存
の
公
共
交
通
機
関
の
補

完
的
な
意
味
合
い
を
持
っ

て
運
行
し
て
お
り
、
乗
合

い
タ
ク
シ
ー
だ
け
を
拡
充

す
る
と
民
間
を
圧
迫
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
収
入

ア
ッ
プ
に
は
議
員
提
案
の

方
策
も
有
効
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
予
約

や
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
配
車

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
１

人
で
も
多
く
利
用
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、

運
賃
収
入
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま

す
。

石
岡
市
の
観
光
振

興
計
画
は
、
２
０

１
９
年
か
ら
２
０
２
８
年

ま
で
の
10
か
年
計
画
で
あ

り
、今
年
が
５
年
目
、ち
ょ

う
ど
折
り
返
し
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
今
回
、
次
年
度
か

ら
始
ま
る
後
期
計
画
へ
さ

ら
な
る
歩
み
を
進
め
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。
例
え

ば
、
全
国
の
寺
社
仏
閣
の

周
辺
整
備
事
業
を
参
考
と

し
、
石
岡
の
総
社
宮
を
中

心
と
し
た
参
道
整
備
に
力

を
入
れ
て
、
日
頃
か
ら
お

客
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
当
市
の
今
後
の
あ
る
べ

き
姿
と
い
う
の
を
ぜ
ひ
見

直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

思
い
ま
す
。
人
が
集
ま
る

と
こ
ろ
に
は
お
店
も
出
ま

す
し
、
歴
史
的
文
化
に
触

れ
た
方
々
が
ま
た
相
乗
効

ご
指
摘
の
と
お
り
、

歴
史
的
な
資
源
を

生
か
す
と
い
う
こ
と
は
交
流

人
口
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
地
域
資
源
を
生
か
し

た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
当
市
の
豊
か
な
自
然
、

そ
し
て
、
こ
の
石
岡
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
当
市
を
訪
れ
る
人
々

に
喜
び
や
感
動
、
そ
し
て
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
石
岡
な
ら

で
は
の
観
光
と
い
う
と
、
市

内
に
は
古
い
寺
社
も
多
く
、

村上　泰道
むらかみ やすみち

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
を

動　画

問

答

ま
ち
歩
き
が
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
も
少
し
ず
つ
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
着
物
や

浴
衣
を
着
て
の
街
歩
き
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
へ
の
ア

ピ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
な

ど
、
新
た
な
観
光
需
要
な
ど

も
取
り
込
ん
で
い
き
な
が

ら
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

果
で
集
ま
っ
て
く
る
。
石

岡
に
も
せ
っ
か
く
そ
う

い
っ
た
資
源
が
眠
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催しており、
積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 大雨・土砂災害警報について
　6月2日から3日にかけて、台風2号の影響により大
雨警報や土砂災害警戒情報が発令されたことを受け、
委員会では、当時の被害状況や災害対策本部における
対応の報告がありました。
　6月5日開催の委員会では、気象庁の予報等から災
害対策本部会議を4回開催し、指定避難所を9か所開
設させたことや、復旧作業など各関係部署の対応につ
いて報告がありました。委員からは、今は想定外なと
ころまで行政に求められる時代であるため、もっと危
機管理意識を持った対応をすべきといった意見や、マ

ニュアル等を見直し、被害に遭われた方への迅速な対
応と復旧をすべきといった意見が出ました。
　6月26日開催の委員会では、議案の中で補正予算措
置を取り、水位計や監視カメラの
設置に関する説明がありました。
また、被害状況の報告に対し、委
員からは冠水地域に対して道路
整備の改善に向けた取組をしっ
かりやっていただきたいといっ
た意見がありました。

文教厚生委員会 いじめ重大事態の発生
　6月1日開催の委員会では、執行部から、昨年市内
中学校で発生したいじめの重大事態について、石岡市
いじめ問題対策委員会による調査・審議が終了したこ
とを受け、その調査結果概要の報告がありました。
　対策委員会では、令和4年10月から令和5年1月に
かけて被害者や教職員、関係生徒などへ聴取を行い、
「部活中に馬鹿にされたり仲間外れにされたりしたこ
と」「教室で悪口や攻撃的な言動があったこと」等をい
じめと認定した上で、再発防止に向け、学校の組織体
制や部活動指導体制の見直し、教育委員会と外部専門

家との日常的な連携などを提言しています。
　報告を受け、委員からは、初期対応が不十分であっ
たこと、ＳＮＳを通じたいじめへ
の対応の困難さなどについて指
摘があったほか、「現在も登校で
きていない被害生徒への対応を
十分に行い、登校できる環境作
りをしていただきたい」などの意
見が出されました。

産業建設委員会 請願は継続審査へ
　6月27日に開催した当委員会では、一般会計補正
予算など、付託された議案9件の審査を行い、すべて
原案可決すべきものと決しました。
　また、付託された石岡のおまつりの補助金に関する
請願第1は、委員から様々な意見が出された中で、採
決を行うべきか継続審査とするべきか意見が分かれ
たため採決を取ったところ、可否同数となり、委員長
裁決において継続審査とするものとして裁決されま
した。
　所管事務の調査では、執行部から6月2日から3日

かけての大雨被害の報告があり、委員からは、6号国
道付近の冠水や山王川の越水に関する質問などを行
い、恋瀬川付近にある排水ポンプの故障への市の対応
や山王川の越水対策など意見が出されました。
　なお、産業建設委員会で所管し
ていた事務のうち、複合文化施設
に関することが、複合文化施設建
設特別委員会が設置されたことに
より、特別委員会の所管となりま
した。

▲乗合いタクシーについては
　上の二次元コードから

▲第２次観光振興計画の内容は、右の二次元コードから

観光振興計画

調査報告書
▲調査報告書は、市
　ホームページで公
　開されている
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令
和
５
年
度
の
乗

合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
補
助
金
の
予
算
額

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
の
予
約
が
取
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
要
因
と
現

在
の
利
用
者
数
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
土
日
は
路
線
バ
ス
の
運

行
も
減
り
、
一
般
の
タ
ク

シ
ー
の
稼
働
率
も
落
ち
ま

す
が
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

の
土
日
運
行
は
民
間
の
営

業
を
本
当
に
圧
迫
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
、
や
は
り
一
番
弱
い
立

場
の
人
に
は
優
し
く
、
ど

う
や
っ
た
ら
そ
れ
が
で
き

る
か
を
工
夫
し
て
い
く
の

が
執
行
部
の
努
力
だ
と
思

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
税
金

の
中
で
運
営
し
て
い
く
の

で
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
に

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
つ
け

令
和
５
年
度
の
予

算
額
は
６
５
８
０

万
円
、
過
去
２
年
間
の
売

上
は
、
令
和
３
年
度
が
７

３
７
万
８
０
０
０
円
、
令

和
４
年
度
が
７
１
８
万
６

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
予
約
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
以
前
あ
っ
た
石
岡

地
区
と
八
郷
地
区
の
乗
り

継
ぎ
を
廃
止
し
て
か
ら
１

人
あ
た
り
の
運
行
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
間
の
利
用
実
績

は
令
和
３
年
度
３
万
３
５

２
８
人
、
令
和
４
年
度
３

万
１
９
９
４
人
で
、
行
き

先
に
つ
い
て
は
、
商
業
施

設
、
医
療
機
関
の
利
用
が

多
い
状
況
で
す
。

鈴木　康仁
すず き やすひと

乗
合
い
タ
ク
シ
ー

　移
動
制

約
者
に
優
し
い
ま
ち
へ

動　画

問

答 る
と
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
す
る
と
い
っ
た
努

力
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
は
既

存
の
公
共
交
通
機
関
の
補

完
的
な
意
味
合
い
を
持
っ

て
運
行
し
て
お
り
、
乗
合

い
タ
ク
シ
ー
だ
け
を
拡
充

す
る
と
民
間
を
圧
迫
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
収
入

ア
ッ
プ
に
は
議
員
提
案
の

方
策
も
有
効
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
予
約

や
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
配
車

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
１

人
で
も
多
く
利
用
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、

運
賃
収
入
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま

す
。

石
岡
市
の
観
光
振

興
計
画
は
、
２
０

１
９
年
か
ら
２
０
２
８
年

ま
で
の
10
か
年
計
画
で
あ

り
、今
年
が
５
年
目
、ち
ょ

う
ど
折
り
返
し
の
タ
イ
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グ
の
今
回
、
次
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度
か

ら
始
ま
る
後
期
計
画
へ
さ

ら
な
る
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み
を
進
め
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。
例
え

ば
、
全
国
の
寺
社
仏
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の
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整
備
事
業
を
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と

し
、
石
岡
の
総
社
宮
を
中

心
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た
参
道
整
備
に
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入
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て
、
日
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客
さ
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来
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も
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う
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
当
市
の
今
後
の
あ
る
べ

き
姿
と
い
う
の
を
ぜ
ひ
見

直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る

思
い
ま
す
。
人
が
集
ま
る

と
こ
ろ
に
は
お
店
も
出
ま

す
し
、
歴
史
的
文
化
に
触

れ
た
方
々
が
ま
た
相
乗
効

ご
指
摘
の
と
お
り
、

歴
史
的
な
資
源
を

生
か
す
と
い
う
こ
と
は
交
流

人
口
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
地
域
資
源
を
生
か
し

た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
当
市
の
豊
か
な
自
然
、

そ
し
て
、
こ
の
石
岡
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
当
市
を
訪
れ
る
人
々

に
喜
び
や
感
動
、
そ
し
て
満

足
を
感
じ
て
も
ら
え
る
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
石
岡
な
ら

で
は
の
観
光
と
い
う
と
、
市

内
に
は
古
い
寺
社
も
多
く
、

村上　泰道
むらかみ やすみち

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
を

動　画

問

答

ま
ち
歩
き
が
で
き
る
ス
ポ
ッ

ト
も
少
し
ず
つ
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
着
物
や

浴
衣
を
着
て
の
街
歩
き
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
へ
の
ア

ピ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
な

ど
、
新
た
な
観
光
需
要
な
ど

も
取
り
込
ん
で
い
き
な
が

ら
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

果
で
集
ま
っ
て
く
る
。
石

岡
に
も
せ
っ
か
く
そ
う

い
っ
た
資
源
が
眠
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催しており、
積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 大雨・土砂災害警報について
　6月2日から3日にかけて、台風2号の影響により大
雨警報や土砂災害警戒情報が発令されたことを受け、
委員会では、当時の被害状況や災害対策本部における
対応の報告がありました。
　6月5日開催の委員会では、気象庁の予報等から災
害対策本部会議を4回開催し、指定避難所を9か所開
設させたことや、復旧作業など各関係部署の対応につ
いて報告がありました。委員からは、今は想定外なと
ころまで行政に求められる時代であるため、もっと危
機管理意識を持った対応をすべきといった意見や、マ

ニュアル等を見直し、被害に遭われた方への迅速な対
応と復旧をすべきといった意見が出ました。
　6月26日開催の委員会では、議案の中で補正予算措
置を取り、水位計や監視カメラの
設置に関する説明がありました。
また、被害状況の報告に対し、委
員からは冠水地域に対して道路
整備の改善に向けた取組をしっ
かりやっていただきたいといっ
た意見がありました。

文教厚生委員会 いじめ重大事態の発生
　6月1日開催の委員会では、執行部から、昨年市内
中学校で発生したいじめの重大事態について、石岡市
いじめ問題対策委員会による調査・審議が終了したこ
とを受け、その調査結果概要の報告がありました。
　対策委員会では、令和4年10月から令和5年1月に
かけて被害者や教職員、関係生徒などへ聴取を行い、
「部活中に馬鹿にされたり仲間外れにされたりしたこ
と」「教室で悪口や攻撃的な言動があったこと」等をい
じめと認定した上で、再発防止に向け、学校の組織体
制や部活動指導体制の見直し、教育委員会と外部専門

家との日常的な連携などを提言しています。
　報告を受け、委員からは、初期対応が不十分であっ
たこと、ＳＮＳを通じたいじめへ
の対応の困難さなどについて指
摘があったほか、「現在も登校で
きていない被害生徒への対応を
十分に行い、登校できる環境作
りをしていただきたい」などの意
見が出されました。

産業建設委員会 請願は継続審査へ
　6月27日に開催した当委員会では、一般会計補正
予算など、付託された議案9件の審査を行い、すべて
原案可決すべきものと決しました。
　また、付託された石岡のおまつりの補助金に関する
請願第1は、委員から様々な意見が出された中で、採
決を行うべきか継続審査とするべきか意見が分かれ
たため採決を取ったところ、可否同数となり、委員長
裁決において継続審査とするものとして裁決されま
した。
　所管事務の調査では、執行部から6月2日から3日

かけての大雨被害の報告があり、委員からは、6号国
道付近の冠水や山王川の越水に関する質問などを行
い、恋瀬川付近にある排水ポンプの故障への市の対応
や山王川の越水対策など意見が出されました。
　なお、産業建設委員会で所管し
ていた事務のうち、複合文化施設
に関することが、複合文化施設建
設特別委員会が設置されたことに
より、特別委員会の所管となりま
した。

▲乗合いタクシーについては
　上の二次元コードから

▲第２次観光振興計画の内容は、右の二次元コードから

観光振興計画

調査報告書
▲調査報告書は、市
　ホームページで公
　開されている
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編集後記

　いしおか市議会だよりをお読み頂きありがとうござい
ます。本号に掲載している第2回定例会は、4月の改選
で新たな議会となり迎えた初の定例会でありました。
　提出された議案は、物価高騰に対応する事業の補正予
算、大雨被害での緊急対応に係わる補正予算、条例改正
に関する議案など、14議案となり、本会議、付託された
各常任委員会の中で審議がなされました。一般質問では、
16名の議員による市政一般に関する質疑がなされ、執
行部へ様々な提案、提言がされました。最終日には、議
員提出議案が上程され、全議員で構成された複合文化施
設建設特別委員会が設置されました。
　そのような定例会の様子を中継や配信はもちろんです
が、議会だよりを通し皆様へ分かりやすくお伝えできる
よう広報委員会としても工夫を重ねながら取り組んで参
りたいと考えております。ご意見ご感想お気軽にお寄せ
ください。（新田）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一
委　員　小松　豊正
委　員　飯村　一夫

副委員長　新田　　茜
委　員　谷田川　泰
委　員　中根　淳一

月　日 内　　容 場　所 中継

8月29日（火）

9月  4日（月）

9月  5日（火）

9月  6日（水）

9月  7日（木）

9月  8日（金）

9月11日（月）

9月12日（火）

9月13日（水）

9月14日（木）

開会日（議案の提案
理由説明など）

一般質問

一般質問

一般質問

議案質疑

文教厚生委員会

総務企画委員会

産業建設委員会

複合文化施設建設特別委
員会、議会運営委員会

閉会日（議案の採決
など）

本会議場

本会議場

本会議場

本会議場

本会議場

委員会室

委員会室

委員会室

全　　員
協議会室

本会議場

○

○

○

○

○

○

第３回定例会の予定 ９月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks 

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

請願・陳情

請願・陳情
～あなたの声をお寄せください～

　
　

件名
　例：○○に関する請願書(陳情書 )

趣旨（本文）

令和　年　月　日
石岡市議会議長　殿

提出者　住所
氏名(署名又は記名・押印)

紹介議員（※請願の場合のみ）
氏名(署名又は記名・押印)

【記載例】

　請願とは、憲法に定められている国民の権利の１つで、国または地方公共団体
の機関に対して意見や希望を述べることをいいます。
　請願の提出には議員の紹介が必要となりますが、石岡市議会では、議員の紹介
がない「陳情」も含めて受付を行い、議会で審査しています。

これまでに寄せられた請
願・陳情の内容や審査結
果、詳しい提出方法は二
次元コードから

提
出
時
期

書

　
　式

　請願・陳情は、議会事務局で受付をしています。
　ただし、受理後の直近の定例会で審査できるのは、原則として
定例会開会日の約２週間前に開かれる議会運営委員会の２日前
（土日祝日含まず）の午後３時までに提出された分です。これ以
降に提出された請願・陳情は、結論が出るのは次の定例会以降と
なります。

　請願・陳情には、特に書式等の決まりはありません。
　ただし、提出される方が個人の場合は署名と住所又は記名・押印
と住所を、法人の場合は代表者の署名又は記名・押印と法人名称・
所在地を記載の上、請願・陳情の要旨を簡潔に記載してください。
　請願の場合は、さらに、紹介する石岡市議会議員の署名又は記名
・押印が必要です。  ※右の記載例参照

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言
語翻訳や音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報
紙などが集約された「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信
しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！


